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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員はございません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（古畑浩一君） 
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日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、１０番、保坂良一議員、２２番、野本信行議員を指名いたします。 

 

日程第２．一 般 質 問 

 

○議長（古畑浩一君） 

日程第２、一般質問を行います。 

発言通告者は１４人でありますが、議事の都合により本日４人、２０日４人、２１日４人、

２２日２人を予定しております。 

一般質問の質問時間は、答弁を除き１人３０分であります。 

所定の時間内に終わるよう質問・答弁とも簡潔に、要領よくお願いをいたします。 

また、質問は通告の範囲内にとどめるよう、ご協力をお願いいたします。 

それでは、通告順に発言を許します。 

田原 実議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 〔１４番 田原 実君登壇〕 

○１４番（田原 実君） 

おはようございます。 

糸魚川２１クラブの田原 実です。 

この場をお借りし、改めて地震により被災された方々に心よりお見舞いを申し上げます。 

さて、私の一般質問も今回で通算３３回目となります。一議員の力は微力でありますが、議会の

改革、行政の改革は一般質問からをモットーに、今回も地域医療、防災対策、文化資源を生かす地

域振興の３点について質問させていただきます。 

１、地域医療の現状と課題について。 

(1) 糸魚川市能生国保診療所の常勤医師対応の現状と課題について伺います。 

(2) 糸魚川医療圏域の医師・看護師確保の現状と課題について伺います。 

(3) 厚生連糸魚川総合病院で予定されている救急病棟建設の現状と課題について、また、救急

病棟完成後の糸魚川総合病院と上越圏域の基幹病院との連携について伺います。 

(4) 現在魚沼市で計画されている魚沼基幹病院（仮称）基本計画の調査・研究について伺いま

す。 

(5) 行政からの医療サポート、病院サポートの現状と課題について伺います。 

(6) 市民からの医療サポート、病院サポートの現状と課題について伺います。 

(7) 糸魚川市地域医療計画又は糸魚川市医療ビジョンの作成について伺います。 

２、糸魚川市地域防災計画見直しと課題について。 

(1) 東日本大震災に学ぶ震災対応について、中でも食料、燃料、医療の確保、救助・救援、水、

情報、避難所の確保について伺います。 

(2) 防災体制における自助、共助、公助の市民理解と推進について伺います。 



 

－ 78 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

(3) 高齢者や障害者の避難誘導、救助について伺います。 

(4) 市内でも特に人口が集中する糸魚川地区市街地、押上、寺町、京ヶ峰、蓮台寺、一の宮、

清崎、新鉄、中央、大町、新七、緑町、横町、寺島、上刈、平牛各地区の自主防災組織と、

各地区住民にとって身近で安全な避難施設確保について伺います。 

(5) 糸魚川地区市街地、特に標高１０ｍ未満の地域の津波への対応について、公共的な位置づ

けを持つ企業であるＪＲやＮＴＴなどの施設への避難について伺います。 

３、超一級の文化資源、谷村美術館の現状と課題について。 

(1) 谷村美術館の新しい運営組織と誘客宣伝、観光活用や学習活用の現状と課題について伺い

ます。 

(2) 糸魚川ジオパークの優れた文化資源であるフォッサマグナミュージアムや相馬御風記念館

などと谷村美術館を連携させた活用方法について伺います。 

(3) 建築物としての谷村美術館や展示されている美術品のみならず、建築家村野藤吾先生や工

芸家澤田政廣先生についても専門的に学ぶ市民大学講座やシンポジウムの開催について、ま

た美術館（ミュージアム）市民ガイドの育成について、今後の取り組みを伺います。 

以上、１回目の質問です。よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

田原議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、現在１名の医師と交渉中であり、今後は、長きにわたり地域医

療に従事していただく医師を確保することが課題ととらえております。 

２点目につきましては、富山大学などへの医師確保要望行動を継続するとともに、地域医療体制

のさらなる充実のため、整形外科医の確保や非常勤医師の常勤化を進めていく必要があると考えて

おります。 

また、看護師確保につきましては、修学資金貸与事業の見直しや、新たな確保策について検討し

ているところでございます。 

３点目につきましては、来年度中に供用開始を目指し現在準備を進めており、これについては、

特に課題等はありません。 

また、上越圏域との連携につきましては、今までと同様に２次医療圏域内での病院連携や、県立

中央病院とは３次医療機関としての連携を図ってまいります。 

４点目につきましては、病院の再編により機能分担を図ることによって、医療水準の向上を目指

すものであります。 

当市の取り組みにつきましては、平成１８年２月に、糸魚川地域医療体制整備推進会議を発足さ

せ、検討の結果、糸魚川総合病院を中心とした地域医療体制の方向づけの提案がなされ、現在、こ

れを基本に進めているところであります。 

５点目につきましては、医師確保や２４時間３６５日の救急医療体制維持と、糸魚川総合病院の
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２.５次的医療体制整備への支援を行っておりますが、これらの支援の継続と看護師確保のための

対策が必要と考えております。 

６点目につきましては、救急医療体制維持と糸魚川総合病院の勤務医の負担軽減のため、診療所

と病院との使い分けや、１次救急外来の利用時間を守ることなど、広く市民の理解が必要と考えて

おります。 

７点目につきましては、糸魚川地域医療体制整備推進会議の報告書、及び新潟県地域保健医療計

画に基づいて、今後の地域医療を進めてまいります。 

２番目の１点目につきましては、食料、水等の非常食及び避難所も、市内全体での収容数として

は確保いたしております。また、救助、救援、医療につきましては、地域防災計画に基づき対応す

る体制になっております。 

一方、燃料の確保につきましては、関係する機関、企業と災害時の応援協定を結ぶなど、日ごろ

からの情報共有を図っておりますが、非常時の確保対策について、さらに調整を図る必要があると

とらえております。 

２点目につきましては、特に、自助・共助の重要性を理解をしていただき、自主防災組織化への

取り組みを進めてまいります。 

３点目につきましては、控除だけでは十分でないことから、自主防災組織を核とした地域での住

民の協力による避難、救助が必要と考えております。 

４点目につきましては、１５地区のうち１１地区が自主防災組織を設立いたしております。これ

らの地区における避難施設といたしましては、地域内の小・中学校、高等学校などが中心になると

考えております。 

５点目につきましては、海岸線に近い地域内で津波からの避難に有効な施設があれば、協力を働

きかけてまいりたいと考えております。 

３番目の１点目につきましては、施設所有者や市民と市で組織する協議会が運営を行い、テレビ、

広告などで広く誘客宣伝を行っておりますが、まだまだ浸透しておらず、今後の入館者拡大が課題

となっております。 

２点目につきましては、既に市内拠点施設や、イベントと連携した活用を行っておりますが、今

後、さらに各施設の連携調整を図り、入館者の一層の拡大に努めてまいります。 

３点目につきましては、美術館市内ガイドの育成とあわせ、運営協議会や観光ガイドの会との連

携を進めてまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

すみません。訂正をさせていただきます。最後のご質問の３点目につきましては、「美術館市民

ガイドの育成」ということで訂正をお願いいたします。おわびをさせていただいて、訂正をいたし

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 
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では２回目の質問は、順番を変えまして谷村美術館について。 

私は以前から、この美術館を魅力ある地域資源とし、休館中の昨年３月議会でも糸魚川の文化を

世に知らしめるものであり、ジオパークの中でも観光の目的となる地域の宝であると訴えました。

それが通じてか、４月から以前のように見学できるようにしていただき、市長に感謝し、お礼を申

し上げます。 

さて、美術館再開に当たり以前との違いは何か。運営と誘客宣伝について何を改め、どのような

ことが工夫されたのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

おはようございます。 

お答えいたします。 

私ども市が少しお手伝いさせていただく中で、この美術館の運営、あるいは庭園の運営にかかわ

るようになりました。３月にご承認いただきまして、まことにありがとうございます。きのう現在

で３,９８８名の入館者を両施設でみております。まだまだ不十分とはいえ、一生懸命展開をさせ

ていただいております。 

今までと違った展開の仕方としては、やはり市内の文化施設及び拠点施設、それらとの連携。そ

して定期観光での昼食場所としての提供、そのような形で広範な市がかかわる行事並びに催事で、

この施設を紹介し、誘客拡大に努めております。また、高速道路並びにＪＲで行うキャンペーンが

春からずっと行われておりますので、その都度、私どもは施設の紹介を兼ねて、この施設を広く広

告させていただいております。 

また、新たな形としては、これから今チラシを用意しましたので、市内の重立った宿泊施設を尋

ねまして、この施設に誘導していただけるようなビラの配布、並びに連携の強化という部分で図っ

てまいりたいというふうに思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

今、滝川課長からは、美術館の観光活用についての現状と課題についてお答えをいただきました。 

では、この美術館の学習活用を図る上での現状と課題は何か伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎教育委員会こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 

この４月からこども課長を仰せつかっております、こども課長の山崎光隆と申します。どうかよ

ろしくお願いいたします。 
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それではお答えいたします。 

糸魚川の価値ある貴重な財産は、ぜひ児童生徒にも鑑賞に親しんでもらいたい、そう思っており

ます。しかし、その第一歩として、まず、その指導に当たる教員が学術的な価値や芸術的なすばら

しさに触れ、児童生徒にそのすばらしさを語れるようになることが最も重要かと考えております。 

今後、校長会等を通じて、教員にしっかり働きかけていきたい、そんなふうに思っておりますし、

長期休業とか休日などを使って積極的に見学、鑑賞をしてもらいたい、そんなふうに働きかけてい

きたいと、そんなふうに思っております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

こども課長からは、前向きなご答弁をいただきましてありがとうございました。 

美術館は観光的な面と学術的な面と両方を兼ね備えているということでは、ジオパークと同じで

す。単純に見た目がすごいとか、めずらしいとかいう、いわば観光的な価値と、知識が必要とされ

る学術的な価値を持ちます。 

しかし、この美術館が超一級と評価されている本当の価値を知るには、その空間や形の意味を学

び、理解する必要があります。その学習には努力が求められますが、努力をしてこそ得られる喜び

や驚きがあります。そういったことを考えますと、谷村美術館が持つ本当の価値を私たち市民が知

るために、今後、行政が市民の学習機会をつくる必要があると思います。今ほどのお答えのように

市内の小・中学生、教員が、この美術館が超一級と評価されている本当の価値を知るための鑑賞や

学習の機会を設けていただきたいと思います。 

さて、そもそも糸魚川市職員の皆様は、全員が谷村美術館をごらんいただいているでしょうか。

この議場にいる皆さんは、当然、美術館を鑑賞し、よく学ばれていると思いますが、本間副市長、

市職員みずから谷村美術館の簡単なガイドができるようになることを、糸魚川市の美術館活用の課

題として取り組んでみてはいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

田原議員が質問されておりますように谷村美術館等、大変学術的なもの、あるいは芸術的なもの

ですばらしいと思ってますので、先般も市の職員が休暇等には積極的に行って、見てもらいたいと

いうことを話したと思っております。ですから、そういう点ではそれぞれが関心を持っていくんだ

ろうと思っていますし、今、田原議員が言われましたように説明までいかなくても、だれかに聞か

れたときに、ばっと答えられる。あるいは、その程度のものはしっかり身につけて、それが徐々に

広まるような形で、進められたらどうかなというふうに思っております。 

いずれにしましても休館しておりまして、何とか開館をしたいということで取りつけましたので、

これらをやっぱり糸魚川の宝としていろんな町場の、あるいは市全体の仕組みの中で取り組んだ中
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で、もっともっと利用拡大に努めて、その中でも職員にもそのことを伝えていきたいというふうに

思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

ありがとうございます。 

市ではジオパークガイドの育成に、今、力を入れております。私は並行して北陸新幹線開業まで

に、ミュージアム市民ガイドの育成や、フォッサマグナミュージアムと相馬御風記念館と谷村美術

館を連携させた活用として共通割引クーポンや、土・日の定時ガイドの配置といったものを提案し

たいと思います。担当課のお考えはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 小林 強君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（小林 強君） 

おはようございます。 

今、議員からご提案いただきましたいずれのご提案にいたしましても、ガーデン・ミュージアム

運営協議会、及び市民の観光ガイドの会の意向もありますことから、市内部の課題を踏まえまして

検討してまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

美術館が再開した初日に、久しぶりに私もそこを訪れました。改めて村野先生や澤田先生のパワ

ーを感じてきました。何度体験しても飽きない不思議な空間や美術品のすばらしさもそうですが、

この二人とも相当ご高齢になって、あの傑作をつくれたということだけでもすごいと思います。最

後の最後、オープンの寸前まで現場に立ち会い、手を入れ続けたというエピソードを館長さんから

伺い、その道のプロとしての情熱に感銘をいたしました。建築と美術作品の制作年度と、作者の年

齢についてデータがあれば、少し披露していただけますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 小林 強君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（小林 強君） 

お答えいたします。 

まず、谷村美術館の建築年でありますが、昭和５８年でありまして、村野先生が９２歳のときの

作品で、翌年９３歳でお亡くなりになられております。 

また、澤田先生の仏像は１０体展示されておりまして、最晩年の金剛王菩薩につきましては、昭

和５７年、８８歳の作品で、その５年後、同じく９３歳でお亡くなりになられておるという状況で
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ございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

ありがとうございます。 

才能や運に恵まれたということもあるんでしょうけども、人は１つのことに打ち込むことで、ど

れだけ年を重ねようが、こういう仕事ができるという、高齢化社会の星とでも言いましょうか、そ

んなお二人のパワーが満ち満ちている場所であり、作品がこの谷村美術館なんですね。 

そこで、村野、澤田両先生について学ぶ市民大学講座やシンポジウムの開催を、ぜひという話に

なるわけですが、担当課のお考えを伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 小林 強君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（小林 強君） 

お答えいたします。 

澤田先生につきましては相馬御風先生との交流がございまして、書簡等が当歴史民俗資料館で保

管もされております。しかし村野先生につきましては、最晩年に谷村美術館の建築主である谷村繁

雄氏や澤田先生との交遊の中で、たまたま機会を得て糸魚川市に美術館を建設いただいたというふ

うにお聞きしてるところでございまして、村野先生にかかわる資料につきましては、現状では資料

館等で保管されている実績がございません。 

このような中で先ほど市長がご答弁申し上げましたように、市民ガイドの育成というものも必要

となるわけでございまして、どのような取り組みが可能なのかどうかということにつきまして、ま

た関係者の皆様とご相談をさせていただく中で、検討させていただきたいというふうに考えている

ところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

では、１つの提言になろうかと思いますが、糸魚川でお二人を学ぶ、あるいは作品を学ぶ、その

市民大学講座やシンポジウムを開催するには、村野、澤田両先生の仕事に精通した建築や美術工芸

の専門家、解説者が必要となってきます。しかし、そういった方をお招きするには費用がかかりま

す。 

そこで提案ですが、糸魚川ではこれまで各種スポーツ大会を開催し、交流人口でまちを元気にし

てきたように、建築家や美術家の協会に働きかけ、糸魚川を会場に研究セミナーや大会を開いてい

ただくという手法はいかがでしょうか。市民のオブザーバー参加を認めるということを条件に会場

を無償提供し、セミナーや大会の成果は、報告会という形で糸魚川市に提供していただく。世界ジ

オパークの再認定、北陸新幹線開通を迎える今、文化を糸口に専門家、大学関係者、学生、愛好家
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を糸魚川に招き入れ、集まった情報を使ってさらなる誘客に結びつける仕組みを、谷村美術館を使

ってつくるべきと提言させていただきます。いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 小林 強君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（小林 強君） 

お答えいたします。 

一流の文化資源を深く理解するために先生方の功績を学ぶということは、大変大切なことだとい

うふうに考えてございます。ご提言にありますように相手先の意向、それから市民ニーズ、現実と

して取り組めるかどうか等のいろんな課題があると考えておりまして、今後の宿題、課題とさせて

いただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

ぜひとも前向きに取り組むよう、よろしくお願いいたします。 

では、地域防災計画の見直しと課題についての２回目に移ります。 

連日、東日本大震災のニュースが流れ、被災地での食料、燃料、医療の不足や救助・救援活動の

困難、水や情報を求める被災者の声、避難所での過酷な生活が報道され、それは今も続いています。 

災害は糸魚川でもいつ起こるかわからない。日ごろの蓄えが大事と思い、私は食料、燃料、医療

を３りょうとし、救助・救援をそのままお助けとし、水、情報、避難所のそれぞれの英語、ウオー

ター、インフォメーション、シェルターの頭文字ＷＩＳＨを組み合わせウイッシュ・望みとし、こ

れを続けて３りょうお助け願いますというふうに覚えています。 

ふざけているわけではなく、震災以来、毎日防災備蓄や避難体制を考えております。改めて地域

防災計画をひもとけば、具体的なところの検討が不足していることにも気がつきます。そこで行政

がよく使う自助・共助・公助について、市民の理解は進んでいるでしょうか。いま一度お聞かせく

ださい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

おはようございます。 

自助・共助・公助についての市民の皆さんの理解は、進んでいるかというご質問かと思いますが、

先ほど市長が申し上げたとおり取り組みを進めております。 

これまでも防災リーダー研修会、それから防災講演会、また各地区での出前講座や防災訓練など

で、市民の方々のご理解は進んできていると確信しております。今回の大震災以降も多くの地区や

自主防災会の皆様方から、いろんな相談を受けていることも、そのあらわれだというふうに考えて

おります。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

教育現場での防災はどうでしょうか。石巻市の大川小学校では避難場所を定めておらず、避難方

法についても校庭で教員が論議しているうちに多くの犠牲を生んだことは、当然皆さんご存じと思

いますが、このことについて担当課はどう思われますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 

お答えをいたします。 

東日本大震災後、４月７日に行いました校長会で、学校における防災計画を全職員で再度確認す

るとともに、地震が発生した際の対応の仕方を、児童生徒に具体的に指導するよう指示をいたしま

した。 

そして各学校の防災計画に沿って避難訓練を実施し、児童生徒の安全確保に努めるように指示を

いたしました。特に海岸線に近い学校では、地震直後の１次避難の場所として設定するところ、そ

れから、さらに津波に備えて高台や校舎の屋上に避難するという２次避難の方法等について確認を

し、訓練を行ったという報告を受けております。 

各学校では、その地域の過去の災害を教訓に災害に備えて防災計画を見直したり、学期１回の避

難訓練を実施するというような形で指導をしております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

わかりました。 

地震の翌日の３月１２日の早朝ですが、私は知り合いのひとり暮らしの高齢者の方が心配になり

まして、ご自宅をお見舞いしましたが、何と前の日に地震があったことを知らないという話を聞い

て、えっと思いまして、その理由を想像して、もし続いて地震や津波が起きた場合、どう避難して

いただくのか。また市内には、こういった方も少なからずいらっしゃる実態を考え、愕然といたし

ました。災害のあったことに気づかない高齢者、障害者に、どこまで自助や共助を求められるのか、

高齢者や障害者の避難誘導、救助について、改めて担当課に伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 

お答えいたします。 
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ひとり暮らし高齢者とか、それから要介護高齢者、あるいは重度の障害者などの方々に対しまし

て、１人で安全に避難することが困難だという人たちに対しましての支援策としまして、平成

１９年度に策定いたしました災害時要援護者避難支援プラン、これらをもとに地域への協力をお願

いしているところでございます。 

このたびの震災では発生当日に、民生委員さんにお願いいたしまして、ひとり暮らし高齢者の安

否確認をいたしております。支援プランでは、まず自分の安全は自分で守る自助行動、あるいは地

域で支え合う共助、情報提供や避難所開設などの行政が行います公助、これらのそれぞれの役割分

担で行動をしていただくという、その必要性を呼びかけているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

では、そのプランに定めたように今回の災害後、機能したんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 

お答えいたします。 

今回の災害につきましては、糸魚川市は震度３ということで軽かったということもございますが、

ただ、先ほどのお話のように地震自体を承知しなかったという方もおられます。安否確認というこ

とで、民生委員さんから働きかけてもらうということが必要でございますが、なかなかお互いに不

在の場合もありますので、それらについては、これからどのような対応をすればいいのかというこ

とを、検討課題として受けとめております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

市長の最初のご答弁では自主防災組織の中で、そういった地域の方をお助けしていくというよう

なお答えだったと思うんですけども、そうすると、そこら辺の論議をもう少し深めていただいて、

具体的に、だれがそういった方をお助けするのかといったところをやっていただきませんと。そこ

ら辺、消防長、いかですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

お答えいたします。 

高齢者や障害者の避難誘導等の自主防災のお力ということでございますが、隣近所や地区、ある

いは自主防災組織での助け合いが最も重要であるということは、これまでも出前講座、それから地
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区懇談会、あるいは防災訓練の中で必ず触れております。また、それで啓発を図っております。 

また、議員がおっしゃるようにこれを定着し、だれがということにやはり具体的に進めていくた

めには、自主防災の中、あるいは各地区の中での訓練の繰り返しが、最も重要だというふうに考え

ております。 

訓練には、簡単にできる図上訓練もございます。既にそれを行ってる地区もございますが、非常

に有効でございますので、これもこれからさらに進めてまいります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

前段でのご答弁の中で、自助・共助で地域の高齢者を支援するというような話を今したんですが、

そのようにとられたら、ちょっと間違えとるというとらえ方で、私、ちょっと訂正させていただき

ますが、自助・共助だけではなくて、公助も大事なわけであります。それはやはり一連の連携があ

って、初めてなり得るわけでありますので、その辺をやはりしっかり市民の皆さん方も理解してい

ただきたい。公助だけではだめでしょうし、また、自助・共助だけではだめなわけでございますの

で、やはり一丸となって、それを一体化していくことが大切なわけであります。 

しかし災害が起きたときに、やはり自助を先にまず立ち上げていただいて、その次は共助のほう

が早く到達するんだろうと思いますし、最終的には、やはり公助の中で一丸となって救援をするこ

とが大切だととらえております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

そういった上で、やはり組織と、それから避難場所が大事ということになってまいりますが、市

内でも特に人口が集中する糸魚川地区の市街地、押上、寺町、京ケ峰、蓮台寺、一の宮、清崎、新

鉄、中央、大町、新七、緑町、横町、寺島、上刈、平牛、各地区の自主防災組織は先ほどお答えい

ただきました。各地区住民にとって身近で安全な避難施設の確保について、改めて担当課にも伺い

たいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

お答えいたします。 

各地区のまず自主防災組織の未設置地域については、これからも働きかけてまいりたいと思いま

す。なお、避難施設につきましては、市長の答弁のとおり学校施設を中心に、より身近な施設を指

定させていただいておりますし、それを今後とも充実させていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

この地域防災計画、この中の避難施設というところでは、平牛地区は糸魚川高校が近いというこ

とで避難施設と理解されますが、ほかの１４地区の住民は、海沿いのビーチホールまがたまから高

台の市民総合体育館まで、１３カ所の避難施設が羅列してあるだけです。つまり自主的に選択して

避難せよということらしいのですが、各地区の皆さんが混乱なく避難するためには、もっときめ細

やかな避難計画、避難対応を行政は準備すべきではないのかなと考えますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

混乱なく、きめ細やかな避難計画、避難対応を行政が準備すべきかというご質問かというふうに

思いますが、やはり今回は地震、津波、これもとても大切な災害でございますが、災害はほかにも

風水害や高潮、豪雪などなど、さまざまな形で襲ってきております。それに対応する各地域におけ

るきめ細やかな避難計画、あるいは避難対応は、やはり先ほど市長が申し上げました自助・共助・

公助、それぞれの立場、立場の中で協力しながら、やはりまとめていく、進めていく必要があると

いうふうに考えております。 

なお、その中には、やはり各地域を熟知する自治会、あるいは自主防災会の方々とともに、行政

がそれの支援をしたり、あるいは行政の立場でご指導申し上げたり、そういうことをともにやって

いくことが、理想的な形だというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

先ほど言いました中心市街地の１３カ所の避難施設、これに糸魚川高校を加えると、計画の収容

人数の合計は１万２,７３０人というふうになるそうです。 

しかし、耐震改修が進んでない山ノ井保育園、糸魚川地区公民館、寺島保育園を除けば、収容人

数は１万２,０００人以下となり、落下の危険があるつり天井やシャンデリア、強い地震や津波で

の崩壊の危険性がある大きなガラスを持つビーチホールまがたまも危険と考えて除くならば、計画

収容人数は私の試算では１万１,０００人以下となります。その一方、１５地区の住民数の合計は

１万６,０００人を超しており、単純に考えて５,０００人があぶれてしまうという計算なのですが、

あぶれた５,０００人は、どこへ、どう避難したらいいのか教えてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

お答え申し上げます。 



－ 89 － 

＋ 

避難所の収容人数のご質問でございますが、殊に今申し上げた、この糸魚川地区の部分でござい

ますが、収容人数の積算につきましては、おおむね畳１畳に１人というような計算でございます。 

建物が健全であれば、緊急時に一時避難には収容可能というふうに考えております。 

ただ、避難所の形態につきましては、災害発生初期の一時的な避難の場所、それからもう少し時

間がたった後の、ある程度の救護や休養が必要をする場合。この時間というのは、非常に短い時間

かと思いますが、その場合。並びに、もう少したった後の生活が必要となる場合など、時間の経過

とともに避難された方々のニーズや支援の仕方が変わってくるというふうに考えております。 

したがいまして、その場面に応じた避難所の設定が必要ですので、災害に遭っていない地区の施

設を活用するなど状況に応じて柔軟に、より安全にニーズに合った避難所の提供をし、全員が収容

され避難生活が送れるように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

避難施設は一次的な避難ということ。すると、その次のいっときということじゃなくて一次、最

初。次、２次ということが考えられる。ここがだめなら次だという。それから、いっときの避難か

ら、より身近なところに安全な避難場所が確保されてるということは、地域にとって大切なことで

す。 

また、自主防災組織をつくる上でも、そういった場所を各地区ごとに設けるということも必要に

なってこようと思いますので、今回、私が言いたいことは各地区の公民館ですとか、そういった施

設の耐震化をもっと進めていただきたいと、こういうことであります。 

前回もそのことを出しましたが、糸魚川市が所管するところは、もう耐震化のめどは立っている

といった中であまり話が進みませんでしたが、やはり各地区の自主防災組織に避難等を任せていく

ということであれば、そういった施設の強度を確かなものにしてあげることが糸魚川市の働きでは

ないかと、このように考えております。そこら辺の耐震診断、それから耐震工事、市からはもっと

積極的な応援をしていただきたいと思いますけども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

今ほどのご質問でありますけれど、今回の東日本大震災を受けて公共施設はもちろんであります

けれども個人住宅、さらには自治会等が所有する集会施設の耐震化の必要性については、改めて実

感もしておるとこであります。今ご質問の自治会等が所有する集会施設の位置づけについても、十

分理解をしておるつもりであります。今後とも地区懇談会等を通じまして、積極的に働きかけてい

きたいというふうに考えております。 

それから、もっと言いますと行政のもう少し支援ということであれば、現在、集会施設等の補助

制度がありますけれど、これにつきましては今ほどの耐震化の関係について、２１年度に新たな制

度を起こしまして２年が経過したところであります。この間に耐震診断では４件、耐震補強工事で
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は３件の実績があります。まだまだ制度も始まったばかりという点もありますし、まだ行政からの

地区への周知が決して十分だとは思っておりません。さらなる周知が必要ということもあり、また、

これまで耐震化等を実施してきた部分の検証も、もう少し事例を積む中で検証も必要というふうに

考えております。 

こういった制度は隣接、あるいはまた全国的な動きの中で、耐震化の行政支援というのもありま

すけれど、お隣の上越市でも制度をつくっておりますが、当市の補助の体系のほうが、さらに上を

いく助成の内容となっておるのも事実であります。もろもろその辺も踏まえて、もう少し様子も見

たいというふうに考えておりますので、今の段階では、補助制度の見直しというのは考えておりま

せん。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

周知が大事ということなので、この機会に今現在の制度では耐震診断、それから耐震化工事への

補助というのは幾らになっているのか。その計算方式では、仮に耐震診断に２０万円、耐震化工事

に５００万円かかるとした場合、市から自治会への補助というのは幾らになるか、お聞かせいただ

けますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

ご質問の耐震診断に２０万円と、耐震化工事に対して５００万円の事例ということであります。 

耐震診断につきましては、２０万円のうちの２分の１の１０万円であります。耐震工事につきま

しては、金額によって段階的な補助率になっておりますけれど、トータルでは１６０万円の市から

の補助ということになります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

わかりました。 

見直しをする考えはないという先ほどのご答弁でありましたが、やはりこの機会に各地区の皆様

に自主防災の活動を進めていくためにも、そこのところにさらなる支援をということで、例えば耐

震診断であれば２０万円までは市が持つ、あるいは市で診断業務をする。それから耐震化工事の補

助率に関しましても今より上げて、例えば１００万円までの補助、５０％となっておりますけども、

５００万円まではもう５０％補助するとか、少し思い切ったことをやられてはいかがか。 

また、木造工事への補助制度を適用させたり、防災ポイント制度といったものを考えて、工事費

に見合った防災備品の購入を補助していくなどの取り組み。それから、住民が少なくて財政基盤の

弱い自治会に対しては、自治会負担分のその工事の借り入れの利息を、１０年間は市が負担するな
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ど基準を改めて、知恵を出し、各地区自治会館の耐震化をさらに進めるべきだということで、意見

を申し上げたいと思います。 

自助・共助・公助の話になりますけども、市が進めることは公助であるということだけではなく、

やはり自助・共助も市が進めるということを改めて認識していただいて取り組んでいただきたいと、

このように訴えたいと思います。 

次に、糸魚川地区の市街地、特に標高１０メートル未満の地域の津波への対応についてですが、

先ほど細かいご答弁もいただいておりますが、いま一度、担当課に伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

標高１０メートル未満の地域への津波の対応ということのご質問かというふうに存じますが、当

然、高台にそれぞれ避難するまでに時間がかかる場合、その場合は、もうすぐ近くの堅牢な建物に

逃げることが最良である、これはもう常識のことでございます。 

この建物が公共であれば直ちに利用可能でございますし、それぞれまた近くに民間のものがある、

いわゆる最良の側近の安全な場所ということでございますので、有効な建物などを地区の方々とよ

り適切な場所を選定いたしまして、また所有者の方に、緊急時の使用についてお願いをしていくと

いうこととしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

検討は進んでいるようですね。施設敷地の標高を記したステッカーを張り、避難施設が津波に対

してどうなのか、住民に考えてもらうためのきっかけとしたことは、一歩前進として評価をいたし

ます。 

しかし、防災計画で市が定めた避難施設のうち、先ほどの耐震化が済んでいないものを除外した

ように、標高１０メートル以下の敷地に建つものを除外していきますと、計画収容人数は私の試算

では９,０００人以下となります。先ほどの１５地区の住民数を１万６,０００人とすると、単純計

算で７,０００人を津波から守るには、どこへ避難させるべきか。自治会の施設である寺町会館も

押上公会堂も耐震化は済んでおりますが、標高１０メートル以下であります。その地域の方は、子

どもも大人も、高齢者も障害者も危険なガード下をくぐり、あるいは陸橋を越えて高台を目指して

走って逃げろと、こういうことになるんでしょうか。そこのところをお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

お答え申し上げます。 

津波の標高１０メートル未満の避難の方法ということでございますけれども、避難に時間の余裕
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がある、これは津波の状況によりますが、時間に余裕があれば、やはり繰り返した訓練の中で落ち

ついて高台に避難をしていただきたいのですが、時間に余裕がないという場合には、最も近い高い

避難ビルに逃げていただく必要があるというふうに考えて、先ほど申し上げましたように、所有者

等と協議をするように準備しております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

所有者との協議ということは、また後ほどちょっと具体的に伺いたいと思っておりますが、津波

への対策として敷地の標高で避難場所の適性を考える場合、その建物、建築物、構築物に十分な耐

震強度があり、津波とぶつかっても基礎や柱や床、屋根、屋上などの主要な構造部の耐震性が保た

れる場合には、いっときを争う一時的な避難場所として使うことが考えられます。 

例としては、先ほど内部やガラスは危険をはらむため、避難施設としてはどうかと申し上げた寺

町のビーチホールまがたまの建物も、津波でガラスが壊れ、天井が崩れ、シャンデリアが落下して

も、外部の階段から屋上へと避難し、さらにホール建物の屋上へと逃げれば、すぐに津波がやって

くるような１分１秒を争う場合には、東小学校に向かって低いところに避難していて波に飲まれる

よりも、助かる確率は高いのではないかと思いますが、専門的な調査や検討も当然必要でしょう。

時間がかかる。だから早く避難計画の見直しに入って検討して、結論を出し、市民に知らしめてほ

しいと、このように考えますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

避難計画の見直し等々を検討して、結論を早くということかというふうに思いますが、先ほども

お答えいたしましたが、いろいろな災害に対するきめ細やかな避難計画や避難対応は、やはり自治

会や自主防災、地域の方々とともに、私ども行政が一緒になって進めていくことが、理想的なこと

かというふうに考えておりますので、市では地域それぞれが抱えるリスクをともに共有いたしまし

て、地域の過去の災害、その経験などを教えていただきながら、あるいはその情報を共有しながら、

適切な避難計画の策定を支援してまいります。このことにつきましては、既に各区長さんや公民館

長さんなどの地区の代表の方々にも、ご通知申し上げております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

これからお話することは、そういった緊急時の避難場所として民間の企業等の所有する建物の利

用ということを、お話をしたいと思っております。 

公共的な位置づけを持つ企業でありますＪＲ、あるいはＮＴＴなどの施設への避難というものが

考えられないか。そういったとこを利用させていただくように、市からしっかりと取り組んでいた



－ 93 － 

＋ 

だきたいということが、結論なんですけども。 

３月１１日の翌日、まだ地震と津波が襲ってくるかもしれないと。こういう危険を感じながら、

私は地元を回って気づいたことがありまして、それは地元の皆さんがいっとき避難する場所として、

本当に身近なところに、いろんなことを考えていかなければいけない。 

例えば工事中の新幹線の高架下に階段とステージをつけて、そこを避難に利用する。また、新幹

線駅が完成したときには、そこを開放してもらうように取り決めをしておく。そして寺町２丁目の

ＮＴＴの建物、今、会社の名前は変わっているかもしれませんが、ＮＴＴの建物の屋上を避難場所

として開放してもらうということ、そのことを考えついたわけです。 

ＮＴＴの建物は、巨大な鉄骨の塔がつくられるだけの構造を持ち、屋上面積も目測ですが、約

６６０平米ぐらいでしょうか、約２２０坪ということになります。１坪３.３平米に２人というこ

とで、先ほど消防長から計算の基準をお話いただきましたけど、その基準からいっても４００人、

詰めれば、もっとの方が安全なところにいっとき避難できると、非常に有効な場所だというふうに

考えます。ＮＴＴの建物、その４階部分も中がどうなっているかわかりませんが、開放していただ

ければ寒い冬や暑い夏、高齢者にとってはありがたいシェルターとなってくれます。 

今は民間企業ですけども、もともとは国の金で整備した施設、そういったものを国民、市民の命

を守るために、緊急時のみ開放利用させていただくということに、市が取り組んでいただきたいと

思いますが、行政の考えも伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

お答え申し上げます。 

先ほど市長がご答弁申し上げたとおり、避難に有効な施設があれば公共、民間を問わず、協力を

働きかけてまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

よろしくお願いいたします。 

では、地域医療の現状と課題についての２回目の質問に移ります。 

私は毎年、定期的に伺っていますが、糸魚川医療圏域の医師、看護師確保について、平成２３年

度現在、もしくは平成２２年度の医師、看護師の数は、全国的な数値と比較してどうなのか。新潟

県内の他市の状況と比較してどうなのか、分析してあれば教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 
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医師、看護師の数の全国等との比較でございます。これらの調査は２年おきにやっているため、

最新のデータは平成２０年１２月３１日でございますので、ご承知おきください。 

人口１０万人当たりになりますが、医師数は全国が２１９.９人、新潟県が１７４.４人、上越保

健所管内、上越市、妙高市ですが、１５０.６人、それから糸魚川市が１２８.５人でございます。 

また、看護師につきましては准看護師も含めまして、人口１０万人当たり、全国が９８０.７人、

新潟県が８２０.９人、上越保健所管内が８４５.６人、糸魚川市が６１１.３人でございます。 

これらの数字を見ますと、やはり当地区は少ないという状況がわかります。数字的には、かなり

少ないというふうに認識しておりますが、具体的にこの地域でどういう科が不足しているか、ちょ

っとご説明させていただきます。 

糸病とよしだ病院は、やはり整形の医師が１名ずつ不足していると。それから糸病では非常勤の

皮膚科、泌尿器科、これの常勤化を図りたい。もう１つ、非常勤の内科、これは糖尿担当なんです

が、これも常勤化を図りたいというのが、今、糸病、それからよしだ病院の状況です。特に整形外

科につきましては、全国的にも不足しておりまして、富山大学でも整形のなり手がない、学生が、

そういうのが少ないという状況でございます。 

もう１点、精神科でございます。精神科につきましては、今ケアセンターで西城病院糸魚川診療

所ということで運営しておりますし、糸病では月１回、これも西城病院から派遣されておりますが、

昨今のストレス社会と申しますか、かなり精神科にかかる方が多いということで、担当の藤巻先生

も大分困っておるといいますか、大変な状況が続いておるという状況でございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

課長からは状況の分析いただきました。ありがとうございます。 

３月に出されました糸魚川市の定住自立圏中心市宣言において、定住のための都市機能の第一を

医療とし、救急医療体制の維持確保、医療従事者の確保、へき地医療体制の確保を、自立圏中心市

のいわば１丁目１番地と定めていただきました。問題は、その実現に向けての取り組みです。 

医師確保について、昨年６月議会の私の質問に対して米田市長から、救急医療、地域医療につい

ては、糸魚川市の最大重要課題ととらえている。糸魚川総合病院や開業医、国、県や大学と連携を

とり、医師確保に取り組んでいくとご答弁をいただいておりますが、では、この１年間で、どのよ

うな成果を上げてきましたか。また、糸魚川総合病院の救急病棟建設を目前にして、重点的に取り

組んでいることがあれば、何か伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

医師確保について取り組んだこと、成果ということでございます。 
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１つは、大学への要請活動でございます。毎年、富山大学と新潟大学に市長、それから糸病の樋

口院長、それから県からは振興局の健康福祉部長、同行いたしまして要請活動をいたしております。

特に富山大学では、学長、病院長のほか、各診療科目の担当教授のところへ直接訪問いたしまして、

お願いしておるところでございます。 

教授からは、派遣している医師の話としまして糸病の職場環境、あるいは待遇がよいという話も

聞いておるということと、大学と連携した研究費の助成事業も行っておりますが、これについても

大変助かっているという話をしております。 

これらの要望活動、糸病や大学への各種助成事業、また樋口院長の人脈もありますでしょうが、

これらの要望活動によって何とか今の医師が確保されとるということで、これについてはまだ不足

のところもありますが、糸病としては高い評価をしておるというところでございます。 

また、独自の医師確保といたしましては、医師養成修学資金貸与事業でございます。平成２０年

度から実施しておりまして、昨年度も１名応募がありました。県と共同で行っているものも含めま

して、全部で５名の修学生の方に貸与を行っております。順調にいきますと、平成２４年度から毎

年１名ずつ、市内に研修医として赴任していただく予定でございます。この事業も糸病から、大学

に頼らない独自の医師確保ということで期待されてるところでございます。 

今後も医師確保につきましては、継続して進めていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

糸魚川総合病院の協力、とりわけ樋口院長のご理解と協力というものが大きいということで助か

っておりますよね。そのようにして助けていただいている糸魚川の医療圏域は、まだ恵まれている。

県内では魚沼等々、大変な状況になっておりますが、現在、魚沼市で計画されている魚沼基幹病院

の基本計画、これでありますね、この調査研究について改めて伺いたい。なぜ魚沼の基幹病院の計

画を、糸魚川市で調査研究しなければいけないのか。まず、そこの認識というものを担当課に伺い

たい、担当課はどういうふうに考えていましたか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします前に、先ほどの質問の中で救急外来棟の取り組みの件があったのを、お答えす

るのを忘れて申しわけありません。 

今、糸病のほうでは設計等を行っておりまして、この建設予定地に遺跡があるものですから、遺

跡の発掘作業が必要になっています。今後、この発掘事業に取りかかるわけですが、その費用の一

部は国の緊急雇用対策事業で助成していくということで、糸病の負担が若干軽減されていくのかと

いうふうにとらえております。 

それから今ほどの魚沼基幹病院の計画でございます。これらの計画は、それぞれ地域の医療体制

の方向性を示すものというふうに考えております。当市におけるこのような取り組みといたしまし
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ては、平成１７年度に姫川病院の医師不足によりまして、救急医療体制の維持が困難な状況になっ

た。これらのことを含めまして、その後の地域医療の方向性を出すために、平成１８年２月に、糸

魚川地域医療体制整備推進会議を発足させまして、平成１９年１１月までの間、糸魚川地域におけ

る医療体制のあり方につきまして活発な議論がされております。 

この間には、姫川病院の救急医療体制からの撤退、また、同病院の閉院に伴う地域医療の崩壊が

懸念されました。糸魚川総合病院を中心として、医師会との連携による２４時間３６５日の救急医

療体制の継続や糸魚川総合病院の循環器棟の設置など、地域医療体制充実のため、この方向性が提

案されております。現在も、この提案を基本に進めているところでございます。 

魚沼の計画につきましては、魚沼管内にあります同じような規模の２つの県立病院と１つの市民

病院を再編し、これらを周辺病院と位置づけまして、新たに新潟県が基幹病院を建設しまして、基

幹病院と周辺病院との機能分担を図りまして、地域に不足している救急医療、高度医療などの医療

水準の向上を目指すものであります。 

当市におきましては、魚沼のような基本計画的な形ではございませんが、内容的には充実してい

るものととらえております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

内容が充実しているというふうにおっしゃるんであれば、それをもっと目に見える形で市民に示

すとか、大学に示すとか、そういう取り組みが必要なんじゃないかなということで、私、今回この

質問を挙げたんです。 

魚沼の整備基本計画は、概要版としてＡ４で６枚程度のものですけども、非常にわかりやすいも

のでまとまってますよ。皆さんの力があれば糸魚川圏域の医療計画だってつくれるはずなんですよ

ね。だからこういったものをつくって、市民に知らせたり、インターネットに載せるというような

取り組みがない。 

魚沼は県が計画をつくってくれたんでありますけども、こういう新しい地域医療のビジョンとい

うものは情報となって、まず、医師や看護師へのアピールとなります、連携する大学へのアピール

となります。地域住民の安心感をつくり、地域の協力体制が進みます。 

県内どこでも医師や看護師が不足し、取り合いとなっている中、魚沼に新しい病院が建設され、

行政、地域が協力するとなれば、医師も看護師もそちらへ流れ、直接か、間接か、上越や糸魚川の

病院にも影響が出ると思います。そこで糸魚川でも糸魚川総合病院の循環器系の充実や、この後の

救急病棟建設と、２.５次救急対応を核とした糸魚川市地域医療計画、または糸魚川市医療ビジョ

ンをつくり情報として出しましょうと。今こういった医療ビジョンは、内部の関係者のためだけで

なく、外部から人材を呼び込むために不可欠なんです。それをやってくださいという話なんです、

いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今ほど担当課長がお答えしたように、我々は非常に大変な医療危機に陥ったときがあるわけであ

ります。そのときを考えますと、やはり我々はこの地域で完結する地域医療をやらなくちゃいけな

いというのを、再確認させていただいているわけでございます。 

そのようなことで我々は平成１８年２月に、糸魚川地域の医療体制整備推進会議を発足した中で、

計画をつくらさせていただきました。そして今、１年に一度、皆さんがご指摘いただいたように、

医療フォーラムをさせていただいております。そして市民の皆様方とこの医療を共有する中で、こ

れからの地域医療はどうあるべきかというのを、お互いにそういった一体感を持って今進めておる

状態でございまして、確かに具体的にまだ好転している部分はないかもしれませんが、しかし、今

の状況の中では、現状維持が本当に大変な事柄だろうと思っております。 

そのようなことで我々は常に医師確保の要望と言いながら、派遣をいただいております富山大学

へは我々の今の地域の状況、そしてまた医師を派遣いただく今の状況の中で、我々がそれに何を対

応すればいいかというのを、その都度対応させていただいてるわけであります。それがやはり研究

支援だとか、そういったところにつながって、非常に今、糸魚川市に対しては、いい関係をつくら

させていただいておるわけであります。 

そういったところを、ほかの大学にもつなげていければという形であるわけでございますが、し

かし、今は基幹的な富山大学との連携を強めさせていただきながら、現状確保している状況でござ

いまして、今の救急医療に対しましても、これは厚生連糸魚川総合病院とのきっちりとした連携、

そして県の支援をいただく中で、今進めさせていただいているわけでございまして、具体的に医師

がふえるというのは、先ほど担当課長が述べさせていただいたように、我々の支援をしておる医師

が研修に来られる平成２４年ころから、ふえてくる可能性があるわけでございまして、それにつな

げることも大切であるわけでありまして、これも１００％来るとまだ決まっておるわけじゃござい

ません。そういったところを、やはり今やってきたことに対して、正確にその方向でいけるのか、

計画どおりいけるのかというところを、しっかり詰めていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

大変な状況から、ここまで頑張ってきたという市長の思いはよくわかります。本当によくここま

できましたね、市長、ありがとうございます。 

そういったことで、１年ごとに私は地域医療のことをお尋ねしておりますが、１年半前の２１年

１２月議会でも、私は糸魚川地域医療の現状と課題、医師、看護師の確保について、危機的な医療

状況を行政が危機感を持ち、情報発信をし、医療の危機的状況が今も続いていることを、市民、医

療機関、行政共有の認識とし、多くの市民、すべての市民に知ってもらうようコーディネートし、

周知、啓発に努める役割が行政に求められていると申し上げました。これに対して当時の小林健康

増進課長は、地域医療フォーラムで市民に情報を出し、協力を求めていくと答弁していただいてま

す。 
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さて、その後、市民からの医療サポート、病院サポートの動き、活動を引き出すまでのものにな

ったのか、医療フォーラムの成果はあったのか、ここを伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

当市の今の医療体制の現状を、市民の皆さんがすべて理解しているかと。そうでないというよう

に私は思っていますが、これは市の情報発信も不足してるのかなというふうに考えております。 

姫川病院の閉院後、基幹的病院になりました糸病に一般診療、あるいは救急診療が集中しており

ます。また、救急車をタクシーがわりに使うなど、特に救急担当医の負担が大きくなっております。 

また、これに向けまして広報、あるいはインターネット等でかかりつけ医を持つ、あるいは診療

所と病院の使い分け、また、１次救急外来の利用時間を守るとか、また適切な救急車の利用などの

取り組みをお願いしているところでございます。 

今現在これらのことについては、以前よりも解消されたと聞いております。しかしながら、これ

らのことのみならず、当市の地域医療のすぐれた点、あるいは課題、これらの状況を継続的に市民

の皆様に周知していくことが、今後もいろんな場面を通じて必要だというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

市民もそうでありますし、医師、看護師、大学等に情報発信が大事ということです。 

私が医療ビジョンの作成と情報発信にこだわるのは、夕張市の地域医療を再生した村上智彦医師

が、医師を招き入れるにはホームページは必需品。医師の９０％以上はインターネットを使い、職

場を探すにもホームページで調べます。ですから医療ビジョン、医師に何を求めているか、医師は

何を得られるのか理解されるように記載し、地域のよいところを紹介することはとても重要と述べ

たことを前回の質問の中で紹介し、以来ずっと意識にあるからです。 

当時、企画財政課長であった吉岡部長は、医療確保には医療の現場はもちろん、医療の環境、住

環境、子育ての環境、さらには医療関係の方は非常にストレスなどを抱える職場であることから、

少しでも空いた時間にリラックスできるような情報の提供、そういうものが必要となっています。

人の確保については、糸魚川市の総合力で対応する。今、糸魚川市にあるよいものを、できる限り

多く情報発信するために努力し、ホームページについても全庁を挙げて取り組むと、このように答

弁をしています。さて、その成果はいかがでしょう。 

部長、糸魚川市の医療ビジョンによる情報発信と医師確保は、どのくらい進みましたか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡市民部長。 〔市民部長 吉岡正史君登壇〕 

○市民部長（吉岡正史君） 
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お答えいたします。 

当時、私は医療技術者が不足しているということで、医療技術者を確保するためには総合力が必

要であると、また情報発信力も必要だということをお答えしました。 

ご存じのとおり、医療従事者の方は医療関係者であると同時に、また市民、あるいは家族を持っ

た住民でもあります。そういった中で医療環境の整備はもちろんのこと、市民としての生活環境も

重視していかなきゃならないというふうに私は考えております。そういった中で、本年の１月に総

合計画に基づく実施計画を策定し、皆様に配付したところであります。その中で限られた財源、あ

るいは人材の中で、精いっぱい努力した成果を出していると思っております。 

例えばの例でございますけれども、医療環境の整備といたしましては、糸魚川総合病院に対する

今ほどちょっとお答えにも触れております救急外来棟の整備だとか、あるいは医療機械の整備、ま

たは休日・夜間の救急医療体制に対する助成などを取り組んでおるわけでございます。 

また、教育や子育ての面におきましては、老朽化している校舎や園舎の改築、こういったハード

面に加えまして休日保育だとか、あるいは子ども一貫教育を推進すること、あるいは学力の向上支

援を市が助成していくと。こういった面で子弟の教育、あるいは子育て、こういった面についても

配慮をしとるわけでございます。また、国の助成等もございまして、インフルエンザ等の各種ワク

チンの助成についても実現をさせていただいております。 

また、余暇時間の活用ということで、糸魚川市のいろいろな美しい風景の場所、あるいは食べ物、

そういったものをインターネットによって紹介することが、非常に医師の方々にも地域の事情を知

っていただくということには重要な手段だと思っております。 

そういった中で、私どもは平成２１年度にホームページを一新しました。それから市の職員も、

できる限り多くの情報を、質量面ともに整備しようという気持ちでやってるわけです。そういった

結果、十分な議員さんの満足を得られないにしましても、一応、今まで部課長会議等でお聞きして

る中では、アクセス件数が２１年度に比べまして昨年度は、倍近い３００万件を越えるアクセスが

あったというふうに聞いております。これはすべてが、必ずしも我々がやった成果だけではないか

もしれませんけれども、これは国民、あるいは市民がホームページをどんどん使っていくというこ

ともあるかもしれませんけど、結果として、ホームページのアクセスもふえていると。こういった

ような形で、今後も私どもはこういったことを念頭に置いて、努力をしてまいりたいというふうに

思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

医師、看護師確保をターゲットとした、もっとレベルの高い情報発信に努めてもらいたいので、

それをやっていただけるかどうか、もう一度お願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 
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お答えいたします。 

今ほど吉岡部長がお答えしたように、やはりここに住んでよかった、住みよい地域だと言えるこ

とが、一番医師や看護師不足を解消することではなかろうかと思っとる次第であります。 

そのようなことで今ほどお答えしたように、子ども一貫教育もそのあらわれであるわけでありま

す。子育て、そしてまた教育が、そのようなレベルの高いところに医師が、また看護師が、多く来

ていただけるという環境になるんだろうという部分もあるわけでありまして、そういったことを進

めておりますし、また、糸魚川のすぐれた環境のよさということの中においては、特に富山大学の

先生方におかれましては魚釣りとか、山々が近いところにあって、非常にいいとこだというような

関係で、押しなべてやはり釣りが好きというようなお話も聞いております。 

そういったところを考えますと、我々といたしましても情報発信をしてきてよかったな。そして

また、そういったことも十分ご認識いただいとるなと思っておりますし、また、高等学校が一生懸

命頑張って、学力向上に向けていただいております。本当に今年度の大学の進学、また進学した学

校の名前を見ますと、やはり校長先生の意向が大きくあらわれております。そういったところも、

やはり我々は懇談の中で進めさせていただいておりますし、それが子ども一貫教育の１つだという

こともわかっていただいてるわけでございまして、そういったことのやはり積み重ねだろうと思う

わけでございまして、これがきょう、あした、すぐ１歩、２歩というものは見えないかもしれませ

んが、まだまだそういったところで不十分なところは、レベルアップしていきたいということで進

めていく。これがやはり回り回って、医師、看護師の不足を解消していくこととらえております。 

○議長（古畑浩一君） 

以上で、田原議員の質問が終わりました。 

ここで暫時休憩といたします。 

再開を１１時３０分といたします。 

 

〈午前１１時２１分 休憩〉 

 

〈午前１１時３０分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、斉藤伸一議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 〔２３番 斉藤伸一君登壇〕 

○２３番（斉藤伸一君） 

おはようございます。 

発言通告書に基づき一般質問を行いますので、よろしくお願いいたします。 

１、部長制度の成果について。 

平成１８年度より行政組織に部長制を取り入れて来たが、具体的にどのような成果があったか、
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また、今後どのような役割を担ってもらう考えか。 

２、ツキノワグマの被害防止について。 

平成２３年６月４日に、根知地区西山地内においてツキノワグマによる人身事故が発生してしま

いました。 

今年に入ってクマの目撃が数多くあり、当市としても広報や安心メール等で注意を喚起してきま

したが、今まで以上の取組強化が必要と考えるが、取り組みについて伺います。 

３、スポーツ振興について。 

スポーツ振興については、糸魚川市生涯学習推進計画の中のスポーツ振興施策方針に沿って推し

進めていますが、スポーツ振興における現状と課題及び推進について伺います。 

また、総合型地域スポーツクラブ及び体育協会の自立の状況について伺います。 

４、市民課の窓口対応について。 

市民に満足される市役所を目指すには、一番多くの市民が訪れる市民課での窓口対応が、満足度

の高い行政サービスにつながると思うことから、窓口サービス向上への取り組みを伺います。 

５、保育所及び幼稚園の幼児教育について。 

当市においては、保育所及び幼稚園が２７施設あるが、公立・私立の保育所及び幼稚園が混在し

ている状況において、幼児教育の現状と課題を伺います。 

また、認定子ども園制度が開始されたが、公立・私立の保育所及び幼稚園の再編の検討をどのよ

うに行っているか。そして幼保一体化について、将来の動向を踏まえ、どのような考えか伺います。 

６、橋梁の安全管理の取り組みについて。 

糸魚川市が管理する道路橋を、著しい損傷から守るための安全管理をどのように行っているか伺

います。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

斉藤議員のご質問にお答えいたします。 

１番目につきましては、部内における各課の連絡調整、連携が強化されることにつきましては、

対外的な交渉にも積極的にかかわってもらって今進めてもらっておるわけでございまして、そのよ

うに非常に各課連携、そして調整が大きな仕事ととらえておるわけでございまして、今後も部長制

を継続しながら、当市の重要課題に取り組んでまいりたいと考えております。 

なお、各部長には市政運営会議において、具体的な方針などを指示いたしております。 

２番目につきましては、広報無線や「おしらせばん」、昨年作成いたしました被害防止リーフレ

ットなどを活用し、入山時にはラジオなどで音を出すことなどの啓発活動を引き続き行うとともに、

警察、猟友会、県などの関係機関と連携を図りながら、被害防止に取り組んでまいります。 

３番目のスポーツ振興のご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますので、よろ

しくお願いいたします。 

４番目につきましては、対応する職員には積極的な声かけや気持ちの入った接遇と、わかりやす
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く親切丁寧な説明を励行するよう指示をいたしております。 

また、時間外や休日における住民票等の交付や、住所変更の多い時期の休日窓口の開設等を行っ

ておりまして、今後も利用状況を見ながら窓口サービス向上を図ってまいります。 

５番目の幼児教育のご質問につきましても、この後、教育長から答弁いたしますので、よろしく

お願いいたします。 

６番目につきましては、新潟県橋りょう定期点検要領に基づきまして点検を行い、長寿命化修繕

計画の策定を進めており、対策を急ぐ橋りょうから、順次、修繕を行っているところであります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

おはようございます。 

３番目のスポーツ振興についてでありますが、子どもから高齢者まで、だれもが生涯にわたりス

ポーツに親しむことが重要であることから、体育協議会や学校、体育指導員協議会などとの連携強

化に努めてまいります。 

総合型地域スポーツクラブにつきましては、県内において４０のクラブが設立されておりますの

で、それらの設立経過や活動状況を調査し、当市の検討につなげてまいります。 

体育協会の自立につきましては、自主財源の確保及び組織強化の課題があり、引き続き検討とな

っております。今後も体育協会の自主運営に向けて、協会の組織部会で協議いただくよう働きかけ

をしてまいります。 

５番目のご質問でありますが、それぞれの園・所におきましては、地域における幼児教育や養育

の重要な役割を担って運営されており、地域の期待にこたえているものと認識しております。 

課題といたしましては、園児の数が年々減少している地域があり、運営が困難になりつつあるこ

とと、指導を担当する保育士の確保が年々難しくなっていることなどがあります。 

認定こども園につきましては、当面、現行の方式で幼児教育の目標は達成できているものと判断

しております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

まず、部長の制度の成果についてでありますが、今ほど市長のほうから、各部長には自分の考え

や何か、仕事に関係しておるものについては指示をしておるということの答弁があったわけですが、

再度３人の各部長に市長からの指示。 

いわゆる行政というものは総合計画に沿って、また、市長が年度初めに施政演説で、１年間の市

長が何をやるんだということを市民に打ち出している。それを受けて部長としては、その市長の考
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える施策を、どのように各部として行っていくのか。これを部長としてのやっぱり考えをしっかり

持った中で、各担当課及び部門の職員にやはり指示を出す。これが組織の図柄ではなかろうかと思

うことから、ぜひ各部長から今年度１年間の仕事目標。特に今回は各３人の部長が新しく就任され

たということから、仕事目標をそれぞれ聞かせていただきたいと思いますが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田鹿総務部長。 〔総務部長 田鹿茂樹君登壇〕 

○総務部長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

まず、総務部に所属しております部署につきましては、総務課、企画財政課、能生事務所、青海

事務所でございます。 

糸魚川市の行政組織条例及び規則におきまして、総務部における分掌事務、並びに先ほど申し上

げました２つの課、さらに２つの事務所の分掌事務が決められておりまして、その部分につきまし

ては各課長、それから事務所長が統括をしているところでございます。 

私の役割といたしましては、総務部に所属をしておりまして部署が所管をいたしております分掌

事務の課題の解決のための調整、さらには市民部、産業部、教育委員会も含みますが、庁内全体の

課題解決に向けての各部長などとの総合調整、さらには、議会と行政が円滑に進むような役割を担

っているというふうに自覚をしております。いろんな総合調整をやりながら行政が円滑に進むよう、

今現在、私としては努力をしているところであります。 

さらに、総務部に所属をしております職員が持てる能力を十分発揮できるよう、所属長と連携を

図り職場環境の整備をまた進めていきたいというふうに考えておりまして、この２つを１年間の目

標と定め、今現在努力をさせていただいております。 

当然のことながら市長の指示につきましては各課長、職員に伝達しながら、行政の課題解決に向

けて全庁を挙げて進めるということは、当然のことだというふうに理解をしております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡市民部長。 〔市民部長 吉岡正史君登壇〕 

○市民部長（吉岡正史君） 

私が市民部長ということでございます。 

まず、１点目といたしましては、私ども市民部というのは市長からの指示もありますが、市民の

日常生活に密着した仕事を非常に多く持っております。特に住民と直接やりとりをする、ふれあい

の多い部署であります。そういったことから職員に対しましては、当然、所属長、係長を通じまし

て、接客のマナーの向上に努めるよう指示をしております。特に丁寧な応対、あるいはわかりやす

い説明、それから戸惑いがあればこちらから問いかけるといったようなものに重点を置くよう指導

しております。 

２つ目、これにつきましては、まず市長のほうからも重点課題としましては、まず１つ目として

は、福祉や医療、健康に関するサービスの提供につきまして、量・質の向上を図るといった一方で
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は、そういったことを図りますと負担が増大するといった問題があります。そういった両面からし

っかり課題をとらえて、適切な答えを出すような指示を受けております。 

それから、廃棄物の処理に関しましても非常に大きな課題を抱えております。また、将来に向け

た施設整備についても今回お願いをしております件もありますが、どういった方向で進めていけば

いいのかといった課題を抱えております。 

それから、先ほどからも話題になっておるように医療環境の整備だとか、あるいは医療従事者の

確保と、こういった大きな課題を抱えております。こういった重点課題に対しまして、私といたし

ましては問題を先送りすることなく、職員の英知を集めて解決に向けて調整をしていきたいという

ふうに考えております。 

それから３つ目につきましては、私ども部の職員一人一人の能力向上、あるいは働きやすい職員

づくりのために、所属長や係長と連携しながら情報を共有化して、知識、技能向上のための研修に

取り組めますよう仕事を共有化し、助け合い、そしてそういった空いた時間に職員が勉強していた

だく、あるいは研修に出ていけるといったような時間をつくり能力を高めてもらいたいと。こうい

ったものにつきまして、私は指導力を発揮していきたいなと思っております。 

以上が、一応重点的な私の考え方でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

酒井産業部長。 〔産業部長 酒井良尚君登壇〕 

○産業部長（酒井良尚君）） 

産業部長の酒井でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

産業部長の仕事目標でございますけれども、私は産業部の重点施策でありますジオパークを核と

した交流人口の拡大、交通ネットワークと新幹線駅周辺整備の促進、そして若者定住に向けた産業

振興と雇用の施策の充実、これらを職員の皆さんとともに着実に実践をいたしまして、市民や産業

界の皆さんに喜んでいただけるような市の大きな柱であります「交流生き活き元気なまちづくり」

これを推進することが自分の役割であり、目標であると考えております。 

そのためには私は、市と、それから県の間のパイプ役としての役割をしっかりと発揮すること。

それから総務部長や市民部長と十分に情報交換、あるいは連携を図るとともに、職員の皆さんにも

組織を越えて横の連携をしっかりと、それから横の連携を意識した仕事の仕方をするようにという

ことで、話をさせていただいております。 

これについては部内の関係課、課長、ほかの職員も含めての部内会議を開催いたしましたり、ま

た、各課で毎週朝礼を行っておりますけれども、その席にも同席をさせていただいて、私の考えを

話をさせていただいたりというふうなことで進めておるところでございます。 

そしてもう１点、私は外部から入ったという、言ってみればよそ者としての視点、これを持ちま

して当地域の課題でありますとか魅力、これを見出して、私の進める施策、あるいは仕事の進め方

の中に生かしていきたいと。こういったことを私自身の仕事スタイルといたしまして、目標の達成、

成果につなげていきたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

市長、私、これなんですよね。３月の議会のときに保坂 悟議員のほうから、部長の仕事につい

ては成果が見えないという、そういう質問があったときに市長としては、十分私は取り組んでおる

と、それから感謝して活用しているという答弁があったわけなんですが、これはあくまで庁内だけ

で十分活用なされとるということしか見えない。外の市民や私たち議会の人たちには、どういうこ

とかというのが見えない。 

でも、きょうこの３部長から、自分の仕事目標はこうだということをちゃんと打ち出していただ

いた。これは今回の一般質問というのは、能生のＣＡＴＶにしても、また、議会報にしても、いろ

んな形で記録に残るわけであり、部長として１年間を通じて、きょうのことについては私はどうの

こうの言うつもりはありません。ただし年度末において各部長が、今、仕事目標を打ち出したこと

について、どこまで達成したのかどうか、できなかったものは、どういうことができなかったもの

なんだということもしっかりまとめ上げて、報告できるような形をとっていただきたい。 

そういうことによって、ああ、部長が一生懸命こういうことに向かって、重点的に取り組んでい

るんだなということも市民にわかる、そういうことから部長としての活用が見えてくる。また、部

下、部長の下の担当課及び職員にすれば、部長は重点的にこういうことをやりたいんだということ

によって、部としてどういうことをやるんだという、自分の方向性も見出せることになるんではな

いかということから、ぜひ今回のことは部長のマニフェストでありますので、ぜひこれに向かって

頑張っていただきたいと思います。 

続きまして、次のツキノワグマの被害状況についてでありますが、６月４日のクマによる人身事

故の発生後、いろんな取り組みを行っていると思うんですが、具体的にどういうことを関係機関と

の協議、または実施、パトロールしたとか、いろんな人身事故の後の取り組みを、具体的に教えて

いただきたいんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

お答えいたします。 

６月４日に人身事故が発生いたしましたが、その後の取り組みといたしまして、今現在、広報無

線等で目撃情報が出た場合、それからクマの出没時期については、休日前にも広報無線を行おうと

いうことで考えております。 

それから実際の取り組みといたしましては、やはりパトロールの強化ということで、警察及び県

と連携いたしましてパトロールを強化しております。警察におきましては、今年度からロケット花

火を常時パトロールカーに積んでいただきまして、目撃した際にはそれを使用し、追い払うという

ようなことも行っております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

課長の意見を伺いたいんですが、ここに平成６年からの新潟県におけるクマによる人身被害のデ

ータがあるわけなんですが、これを見ますと合併後の市に変換して平成６年ぐらいでも、合併をし

た後の市としてデータをそろえてあるんですが、それを見ますと私がびっくりしたのは、糸魚川市

が新潟県の市町村の中でダントツ、被害がトップなんです。８人もクマによる被害が発生している。

他の市町村から比べてダントツに多いんですよ。 

それからクマの目撃、出てきたデータもあるわけなんですが、過去、平成６年からのやつは調べ

てないんですが、昨年は１,２２９件の目撃の情報があったわけで、新潟県下において。ただし、

それを見ますと新潟県で糸魚川市だけが、ダントツに目撃件数が多いというわけではない、下越の

ほうが反対に多いぐらい。私が言いたいのは、新潟県において目撃の数が平均してなっているのに

もかかわらず、なぜ糸魚川市だけがダントツにクマによる被害が多いのか。 

このことについての考え、分析、課長としてどういう、今のこのデータによる８名もの被害につ

いての考えを伺いたいと思うんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

今まで８人ほどの人身事故があったということでありますけども、やはりクマに対する意識とい

うのが低かったのではないかというふうに思っております。それですから住民の皆様には、クマに

対する対策を。危ないというもの、それから山に入ったときには、どうすればいいところを周知し

て、人身事故にならないようなことにしていかなければならないというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

課長、そこなんですよ。パトロールの強化、またパトカーが花火を入れとるとか、そういう事柄

も必要なんですが、私は地域住民のやはり意識、危ないんだよというちゃんと意識改革をしっかり

しなきゃいけない。だからこそ糸魚川市としては、このツキノワグマの人身被害を防止するための

措置としては、地域住民、糸魚川市民に対する考えを変える取り組みを、もっともっと広報で流す、

また安心メールで流す、「広報いといがわ」に流すぐらいではだめなんです。もっともっと今課長

が申された、住民の意識改革をするための取り組みを考えていただきたい、そういうことでありま

す。 

私は今回のクマの被害については、非常事態だと考えております。特に６月１３日、青海地域宮

花町でクマがまた発見されましたが、これの場合は民家の近くまで、いわゆるバス停の近くまで出

没している状態なんです。早急に地域振興局や警察、また地域住民、それから各関係団体。猟友会

にしても、今の地域住民の意識改革を含めた会議を早急にして、もう一度徹底してほしいと思うん

ですが、どうですか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡市民部長。 〔市民部長 吉岡正史君登壇〕 

○市民部長（吉岡正史君） 

今ほど課長も答えましたように、住民のクマを予防する理解の促進が非常に必要であるというふ

うにお答えをしております。昨年、私どもはパンフレットをつくって、クマ防止の呼びかけをいた

しました。これがまだ十分徹底してないというふうに思っております。 

それから私どもは、今、クマの出没情報、こういったものを出してるわけでございますけども、

これをいま一度分析しまして、どこの場所で非常に多く出るのか。これをしっかりちょっとデータ

分析をして、その多い場所はどういう原因で出るのか。こういったものを解析しながら、地域住民

にそういったものに基づいてきちっと説明をしていく。特に地域懇談会等もございますので、そう

いった中を通じて、その出やすい理由。じゃあそれを防止するにはどうしたらいいか、そういった

ものを研究して、正しい情報をより多くの市民に伝えていきたいなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

もう１点聞きたいんですが、今回の人身被害に遭った方は長野県の人なんです。糸魚川の市民に

一生懸命訴え、また取り組みを一生懸命やったとしても、やはり山菜取りに富山県の人、長野県の

人がどんどん入ってくる。その人たちに対するクマの被害の注意喚起、それの取り組みというのは

どういうようになっとるんでしょうか。すなわち長野県の地域振興局の人、また、富山県の地域振

興局の人たちとの、お互いの近隣県との協議会というのは、どのように行うんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

現在のところ近隣の地域振興局等との協議等は行ってはおりません。ただ外部の人には、やはり

出没注意の看板等は、出てきそうなところには立てておりますし、地区で要望があれば一応看板を

無償で提供しておるというところで、一応外部の人からの注意については、その程度の取り組みを

行っておるところであります。 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員の質問が続いておりますが、昼食時限のため１３時まで暫時休憩といたします。 

 

〈午前１１時５９分 休憩〉 

 

〈午後 １時００分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 
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休憩を解き会議を再開いたします。 

午前中に引き続き一般質問を行います。 

斉藤伸一議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

私は前に述べましたけども、今回のツキノワグマによる人身事故というものは、非常事態だと思

っております。どうも答弁や何か聞いていますと、まだまだ早急なる各関係機関を招致しての対策

会議とか、それから近隣県との協議が、まだまだ私に言わせると弱腰のところがあるんではないか

と。新潟県のほうへ出向いて、今回の人身事故については長野県ということから、やはり近隣県と

も協議をしなきゃいけないということを強く訴えて、ぜひ協議をしていただきたい。 

もちろん、人身事故を防止するのが一番のもとでありますが、私がもっと言いたいのは、この人

身事故による風評被害。すなわち、つちのこ探検隊、また塩の道ツアー、もちろん市長が推し進め

ているジオパークにより、本当に県外、または海外から人が来る。そういうときにクマが出没する、

それによって人身事故か起きたということがみんなに知れ渡ることによって、大変な打撃を受ける

可能性があるということから、ぜひこの人身事故の防止については、ツキノワグマの本当に対策に

ついては全面的に力強く協議を行っていただきたいと思います。 

続きまして、スポーツ振興に移ります。 

まず、スポーツ振興、今までで重立ったとこでいいんですが、いい成績を残したスポーツの関係

について答えられるとこまで、ちょっと重立ったとこを教えていただきたいんです。また今年度、

これからのスポーツ振興についての具体的な取り組みはどういうものがあるのか、この２点につい

てお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 田原秀夫君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（田原秀夫君） 

お答えいたしますので、よろしくお願いいたします。 

昨年度、成績が優秀で全国レベルの大会に出場した実績を申し上げます。 

ことしの２月でございますが、秋田で冬の国体スキーの大回転、佐藤栄一さんでございますけど

も、青年男子Ｂの部で優勝をされております。昨年の８月でございますが、沖縄で全国高校総合体

育大会、これは相撲の部の海洋高校が、団体の部で第３位という成績でございます。同じく８月、

鳥取で、こちらは中学校の全国の大会でございますが、相撲の部、能生中学校のクラブが団体の部

で、同じく第３位という成績でございます。これをはじめ全国の大会に、糸魚川では延べ１００人

を超える方から出場をしていただいております。同じように北信越のブロックでございますが、延

べにしますと３０人ぐらいの方が出場をして、活躍をしていただいてるところでございます。 

これからのスポーツの振興でございますけども、競技スポーツとレクリエーションスポーツがご

ざいます。競技スポーツにつきましては学校や地域、またクラブ等を中心に活動をしていただいて
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おります。またジュニア団体の育成のための補助制度を設ける中で、そういうものを実施をし、ス

ポーツの推進に対する支援を図ってまいりたいと思っております。 

レクリエーションスポーツについては、ニュースポーツが普及しております。かなり大勢の方々

に親しんでいただいておりますが、まだ一部的なもの、市民全員にというわけにはいっておりませ

んので、市長答弁のように生涯スポーツという観点から、子どもから高齢者まで生涯にわたって親

しむ、それが健康にもつながっていくと。そういうことで、体育協会、学校、地域、そういうスポ

ーツ関係者の皆さんとの連携のもとに進めてまいりたいと思っております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

それから予算でもあったんですが、有名選手招致事業というのが、まだことし行われてないと思

うんですが、それは具体的に決定したものなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 田原秀夫君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 

２年に１回ずつ、この事業を行っております。ことしは３回予定しております。ことしの５月に

その１つでございますが、プロ野球のＯＢのクラブの方、糸魚川出身の関本元選手をはじめ７名の

方に美山球場においでいただきまして、小・中学生の野球実技指導を行っております。 

あと２件はこれからでございますが、７月に３県の都市対抗の剣道大会、これが第５０回の記念

大会ということで、中央から有名な師範８段の方をはじめ２人の方に講師として来ていただきまし

て、これは市民総合体育館でございますが、小・中学生、一般の方を対象として指導をいただきま

す。 

もう１点でございますが、秋の９月に体育協会がことし設立して５年たちました。その記念事業

ということで、これも糸魚川市出身でございますが、ジオパーク大使でもありますが、川合俊一さ

んにお願いをしまして、今日程を調整しております。詳細を調整しておりますが、講演会とバレー

ボールの教室を、総合体育館ほかで開催する予定としております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

いや、すばらしいですね。糸魚川出身の関本四十四さん、また、川合俊一さんが、自分が生まれ

た地域のためにスポーツ振興ということで、一生懸命になっておられるということは、糸魚川市と

しても今度はスポーツ施設等をいろんな形で市長のほうから頑張っていただいて、いいものを建設
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できるように取り組んでいただきたいと思います。 

それから１つは総合型地域スポーツクラブの件でありますが、これでいきますと糸魚川市生涯学

習推進計画の基本計画の中のスポーツの基本的方針の中では、総合型スポーツクラブの設置につい

ては支援をしていく。これは１０年間の大綱の中の前期の今年度までの計画なんですが、こういう

支援をしていくというんですが、実際に糸魚川に総合型スポーツクラブというのはあるんでしょう

か。また、ないとしたらそこら辺の課題、なぜないのかということを、ちょっと考えをお聞かせ願

いたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 田原秀夫君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 

生涯学習推進計画は国が推進をしている事業でございますので、糸魚川市もかかわっていこうと

いうことで計画に載せてあります。糸魚川地域では、まだ耳なれない言葉ではございますが、新潟

県内においては４０のクラブが設立をして、今活動をしております。 

この設立の目的は、生涯スポーツ社会を実現するということから、先ほども話しましたが子ども

から高齢者まで、だれもが、いつでも、個人でも、団体に入っていなくても、参加できる地域のク

ラブをつくるということが目的でございます。 

その運営については、地域住民の方々が自主的に運営するというものでございます。今現在の糸

魚川のスポーツの状況では、地域の方や学校や、それぞれの種目別のクラブ、年代別のクラブ、そ

ういうようなもので活動しております。また糸魚川で、この総合型のクラブを設立していこうとい

う機運はまだございませんけども、他市のクラブが設立して活動しております。そういうものの設

立をしたときの状況でありますとか、設立した後の活動の状況、また、課題等もあるかと思います

ので、そういうものを調べさせていただきまして、設立は地域住民でございますので、行政として

は、そういうものを側面的な支援をしてまいりたいということで考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

平成２４年からの後期基本計画では、今度どのようにうたっていくのか関心があります。中途半

端で、クラブができるのであれば支援しましょう、そうでなければそのままという。ただ載せてあ

るだけでは基本計画の意味がないわけでありますから、総合型スポーツクラブについては、もちろ

ん住民のやる気が一番なんですが、市としてもどのようにもっていくのか、もう一度検討していた

だきたい。それから地域住民のこともあるんですが、やはりそれには体育協会というものも、大き

な役割を担ってくることになろうという考えであります。 

そこで体育協会について伺いますが、第２次行政改革実施計画の中で糸魚川市体育協会の自主運

営の強化をうたっているが、２年前の平成２１年から、自主運営の検討を体育協会は行っているん
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ですよね。昨年は部会として視察にまで行っている。そこで私が言いたいのは、ただ難しい、難し

いだけで、このままずるずるいくんではなく、やはりどこが、どういうふうに問題があるのか。ま

た、自主独立はするのか、しないのかも含めて、はっきり計画に沿った中で決めていかなければい

けないんではないか、こういう考えでおります。 

そこで伺います。体育協会のその独立に向けた検討というのは、今現在どこまでいっとるんでし

ょうか。これはなぜかというと、事務局を担っているのは、市が体育協会の事務局を担っているこ

とから伺うわけであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 田原秀夫君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 

体育協会が合併して５年がたちました。合併当初から自主運営についての目標を立てて、視察や

専門部会であります組織部会を設けて協議をしておりますけども、課題としましては事務局の独立、

自主財源の確保、組織強化。そういうものが、まだまだ調整を必要なものがありますので実現に至

っていない、結論をまとめるところまで至っていないという状況でございます。 

ただ、このまま行政改革に載せるだけでは前へ進みませんので、まずは事務局が、今、議員おっ

しゃるように生涯学習課の中にございます。この事務局の体制を、まず独立することができないの

かどうか、そこに焦点を当てまして進めてまいりたいと思っております。その後に、体育協会とし

ての自主財源の確保、組織体制の強化、進んでいるところではＮＰＯ化、法人化してるところもあ

りますので、そういうとこに順次ステップを上げて協議をしてまいりたいと思っております。 

まだ糸魚川市と連携をとるということが、体育協会の中には糸魚川市のスポーツにおいて一番い

い方法だというふうに考えておりますので、そのいいところも残しながら、事務局がどのような独

立をすることができるのか検討してまいります。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

私はスポーツ振興というものは、やはり体育協会というものが一番力を持って、しっかりした土

台の中で行うことによって、糸魚川市のスポーツ振興がもっともっとすばらしい、全国にも糸魚川

市のスポーツは、すばらしいんだということになってくるということから、体育協会の独立につい

てはぜひ十分な検討を行いながら、いい方向に向かっていっていただきたいと思います。 

続きまして、市民課の窓口対応についてであります。 

これについては、竹之内課長は４月から市民課長に就任されたわけですが、窓口対応、すなわち

接遇について、課の職員にどのように指示をしたか教えていただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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竹之内市民課長。 〔市民課長 竹之内 豊君登壇〕 

○市民課長（竹之内 豊君） 

私が４月に市民課長に就任するに当たりまして、市長のほうから特に窓口の対応、これについて

十分注意するようにという指示を受けて赴任をいたしましたので、市民課の今年度の運営方針とい

うことで、さわやかなあいさつと、わかりやすい説明を励行する。これによって苦情やトラブルを

ゼロにしたいと。こういう方針、目標を掲げまして、特に窓口とか電話では非常にデリケートな問

題だとか、あるいは税金の問題、いろんな悩みを持っておみえになるお客様がいらっしゃるわけで

ございますので、１人の窓口職員の説明でご理解いただけないとか、不満が解消できないというこ

とも多々あるわけでございますので、そういう場合には即座に先輩職員、それから上司のほうへそ

のことを伝え、組織として、チームとして、その方にその場でご納得いただいてお帰りになってい

ただきたい。そういうことを目指すようにということを、課内の係長会議でも話をし、また、毎週

月曜日、朝、朝礼を５分程度行っておりますが、折に触れて朝礼の中で、職員のほうに指導してる

ところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

課長としてすばらしい指示を行っている、安心しておりますけども、ただ、職員に対しての指示、

職員の意識が皆さん統一されて、接遇について一生懸命やってるというのはわかりました。ただ、

それについて実際に顧客、すなわち市民が窓口に来て、窓口の職員の対応がどういうことかという

のを把握できているんでしょうか。 

すなわち市長へのお便りとか、それからクレームとか、そういうものがないから、私たちの接遇

については、すばらしいんだという自負だけではなく、その市民のクレームがどれぐらい、満足度

がどれぐらいというのか、どういうふうに判断しているのかお聞きしたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹之内市民課長。 〔市民課長 竹之内 豊君登壇〕 

○市民課長（竹之内 豊君） 

今のところ、窓口においでいただいたお客様に声を聞くというようなアンケート、前にもいろん

なご提言をいただいておりますが、そういったところの対応は、今のところまだできておりません。

ただ直接市長のほうに、よかったという声が届いたとか、あるいは時として対応がよくなかったと

いうような声が市長のほうにも届いたり、メールがあったりということは、過去には何回かあった

ということでございますので、そういったところを反映して職員のほうにそれを伝え、お互いに注

意をし合うということで今体制をとっております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 
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私が言わんとすることを、さきに答弁されてしまいましたけども、私は市民課の窓口対応が悪い

と言っとるわけではありません。いつも１階を通るときによくチェックをしてるんですが、大変す

ばらしい対応をして、皆笑顔でにこにこしながら本当に私としても満足しているわけでありますが、

提言したいことは、それで終わるのではなく、窓口を利用された方々に対して、より質の高い積極

性が必要であると思うからであります。 

例えば、今、課長が申されましたように、選挙ではないですが出口調査、出口のほうでどうでし

たでしょうかとか、アンケートを皆さんから身だしなみはどうでしょうか、言葉づかいはどうでし

ょうか等、いろんなアンケート項目があると思うんですが、書いていただくことによって、自分た

ちが一生懸命やっているこの接遇が、市民の満足でどれぐらいになっているのか、それ自身を把握

するために必要だと思うわけであります。それによって質の高い、もっとレベルアップした接遇が

図られるのが１つと、それから市民からしますと、ああ、窓口の対応をもっともっとよくしたいと

いう市の職員の意識が、すばらしいんだなという市民の信頼度も増すわけでありますから、ぜひア

ンケート、または出口調査については実施をお願いしたいということを申し上げておきます。 

続きまして、保育所及び幼稚園の幼児教育でありますが、保育所及び幼稚園の幼児教育について

は大変大きな問題であり、この短い一般質問の中で論議することは課題が多く、やはり常任委員会

等で徹底的に、いい方向に向かうにはどうしたらいいかというのを話し合いをしなきゃいけないわ

けであります。 

まず、お聞きいたします。幼稚園と保育園の違い、それから、いわゆる糸魚川市立と私立ですと、

市立と私立でちょっとまぎらわしいので、糸魚川市立の場合には公立という言い方をさせていただ

きますが、公立と私立との運営及び就労等の違い。すなわち、官民格差がどういうふうになってい

るのか、これについてまずお聞きいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 

それではお答えをいたします。 

まず、公立の幼稚園と保育園等の違いについてであります。幼稚園関係につきましては学校教育

法で規定されておりまして、文部科学省の管轄という形になります。保育園につきましては、児童

福祉法の規定を受けまして、厚生労働省等の形で管轄されております。 

それぞれ幼稚園のほうは、主に心身の発達を助長するという教育面での指導を行っておりますし、

保育園のほうは保育に欠ける乳幼児等の保育ということを中心にやっております。 

それから、市立と私立の関係でございます。市立については、市のほうの規定によりまして職員

の採用等について扱っておりますが、私立のほうについては、運営等について法人のほうに任され

ている形で運営がされてるものと理解しております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 
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○２３番（斉藤伸一君） 

まあまあ、そんなとこですかな。 

それで、要は行政改革実施計画では保育園、幼稚園の統合や、民営化の検討が推進事項としてあ

りますが、今までこの取り組みについての行政改革実施計画でうたっている推進事項について、具

体的に実施状況を教えていただきたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 

お答えをいたします。 

民営化等についての状況についてでありますが、今現在その民営化に向けての方向等についての

検討は具体的になされておりません。理由は、民営化を望む等の保護者等のご意見を直接伺ってお

らないということが、最も大きな理由でございます。 

また、当市の保育園、それから幼稚園等については、それぞれ非常に保育的要素、それから教育

的要素、それぞれ取り入れながら運営されていることから、特に現時点では、十分保護者のニーズ

にこたえる形で運営されていると、そんなふうに解釈をしております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

これについては行政改革のほうに移ってしまうので、なかなかほかのとこにいくというわけにい

かないんですが、行政改革の実施計画の中で民営化の検討をしますとうたっているんですね。じゃ

あこれからなんですかね。それから検討状況に応じて、市民参画の委員会を設置しますということ

は、検討してないということは、これもまだ小規模園や園児数が減ってきて、園については公私を

問わず地元や関係法人と協議の上、統合等を進めます。これもまだということですか。 

どうも私に言わせると、要は、保育所及び幼稚園の幼児教育について、統合についての検討は、

なかなか後回しになっているんじゃないか。本腰を入れて、しっかりした形でやらなきゃいけない

んではないかと、こう思うわけですが、再度お聞きいたします。計画はどのように今後具体的に、

まずどこから始めるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 

現在、民営関係等の保育園では、それぞれ今後の園児数の減少等をにらんで、さまざまな形で統

合等の計画を持ちながら、協議しながら進んでいたりするとこであります。 

今後、それぞれ園、それから保護者等の意見を聞きながら、先ほど議員の申されたように検討し

ていきたいと、そんなふうに思っております。 
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以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

ここに新潟日報の６月１５日の記事があるんですが、そこでは認定こども園優先整備、岩手、宮

城、福島沿岸部、人口減歯どめをねらい政府が優先的に、認定こども園の設置について進めていく

んだという方針が決定しております。ということは、全国各地でもこれから認定こども園について、

どんどんどんどん推し進められてくると思います。 

また、幼保一元化というのは、自民党政権のときに推し進めていた幼保一元化というんですが、

民主党が今度政権を取ったときには、同じものなんですが幼保一体化ということで、これについて

も特区で、幼保一体化の園が全国に幾つもある。そこら辺もよく検討しながらどうしたらいいのか。 

先ほどの体育協会ではありませんが、ただ難しい、どうしたらいいかと長引かせるだけではなく、

ちゃんと計画を立てて、どこまでにはどういう検討する、検討委員会はどういうふうにして立てる。

そういう計画をしっかり立てて、地元民と問題は何なのかということも出しながら、推し進めてい

っていただきたいと思います。これについては時間がないんで、また後で常任委員会の中で大いに

論議をしていただきたいと思います。 

橋りょうの安全管理の取り組みについて伺います。 

橋りょう長寿命化修繕計画では、平成２３年度より、順次、橋の修繕を行っていくとあるが、今

後５年間の修繕計画を教えてほしい。要は、橋はどことどこを今年度直して、どれくらいの費用を

かけていくのか、５年間の計画について。これは中期計画というんですか、そこら辺について教え

ていただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

串橋建設課長。 〔建設課長 串橋秀樹君登壇〕 

○建設課長（串橋秀樹君） 

お答えいたします。 

平成２３年度からの橋りょう修繕の予定でございますが、今年度は３基を予定をしております。

それで２４年度につきましては、ＪＲ北陸本線のまがたま橋に大分錆がきておりますわけですけど

も、それの修繕の実施設計を行うことにしておりまして、まだそれ以降のことについては、まだ検

討中でございます。 

ちなみに平成２２年度末までに長寿命化修繕計画を、橋長１５メートル以上の橋りょうについて

１１５橋を実施したわけですけども、時に緊急に急がなければいけないという橋りょうは、

１１５橋のうち２３橋ございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 
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○２３番（斉藤伸一君） 

長寿命化修繕計画は橋の適切な維持管理を強化するため、従来の傷んでから修繕を行う事後保全

型の管理から、損傷が小さいうちに修繕を行う予防保全型の管理をする計画であるということから、

糸魚川市のホームページを見ても計画の策定されて、２３年度から取り組んでおりますということ

がうたってあるわけですが、この計画の中で、要はコストの縮減効果もうたってあるわけですが、

計画を立てるに当たっては、コストの縮減費用の金額まで出してあるはずと私は考えるわけですが、

そこを教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

串橋建設課長。 〔建設課長 串橋秀樹君登壇〕 

○建設課長（串橋秀樹君） 

お答えいたします。 

コストの縮減についてでございますけども、従来ですと本当に激しい損傷を発見してから事後的

な補修、それから建てかえということをやっておりまして、この建設の年代も高度成長期時代とい

う時代にたくさん設置されておりまして、その修繕時期が一時的に集中しますということでありま

して、これを大規模な損傷にならないうちに少しずつ直してコストを縮減したいという計画であり

ます。 

例えば人間で言いますと、自覚症状が出てから病院へ行ったけども、手おくれであったというの

と、定期的に人間ドックを受けていて未然に病気を防いだということで、延命をするということで

ありまして、事業費が集中しないということで事業費の平準化、それでコストの縮減ということで

やっております。 

金額については、全部傷んでからという事業費が出てないもんですから、常にコスト縮減いうこ

とを前提にしてはじいてあります。今、概算の概算ですけども、１１５橋のうち委託に出したコン

サルから出た数字なんですけども、１８億円という数字が出ております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

今回質問するに当たり、私もインターネット等で橋りょう長寿命化計画、他の市町村のものをい

ろいろ参考にさせていただいておるわけなんですが、やはりちゃんと幾ら幾らというものまでお金

が出ております。従来型の場合には幾ら、長寿命化をやった場合には幾ら、そういうことまで出す、

そういうことによっての計画になってると思います。 

確かに長岡技術大学とか新潟大学の偉い先生から意見を伺いながら計画を策定してるわけですか

ら、ただ縮減、縮減、どれぐらいの縮減なんかというのをはっきりさせないことには、計画になっ

てない。どれぐらいの効果があるというのも、ちゃんと出さなきゃ何も意味がない。そういうこと

から、しっかりそこら辺については概算ということはありますが、ある程度の金額を出していただ

きたいと思います。 
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それから最近は地震が多く発生しており、橋りょうに悪い影響があるわけですが、計画策定のた

め平成１７年度から平成２２年度にわたって点検を実施したわけですよね。ただし地震により、点

検時の状況とは評価がまた違ってくるんではないか。前の平成１７年度の調査と比べて、今、地震

が多い。そこについて、また定期点検というのはどのように行うのでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

串橋建設課長。 〔建設課長 串橋秀樹君登壇〕 

○建設課長（串橋秀樹君） 

お答えいたします。 

従来の点検方法といいますのは、長寿命化修繕計画を立てる前の点検方法でございますけども、

橋りょうの異常等を把握するために、日ごろ点検することが重要になってくるわけですけども、点

検には３つございます。１つ目は通常点検でありまして、日常的な維持管理として道路パトロール

時に車内から目視し、異常があれば徒歩による目視点検をするものであります。 

２つ目は定期点検でありまして、橋台、橋脚、桁等のすべての部材を手でさわれる程度の距離ま

で接近しまして、発生した損傷を詳細に把握することを目的としております。 

しかし、この点検は糸魚川市だけでなく、全国の自治体でも十分行われていないのが現実であり

ます。平成１９年の日本経済新聞に出ていましたけども、全国に市町村がありますけども、その

９０％がやってないということで、これでは将来的には落橋する橋が多くなるということで、国土

交通省で長寿命化修繕計画というのを打ち出したわけでございます。 

それと３つ目の点検は、異常時点検でありまして、地震、台風、豪雨、豪雪など災害が発生した

場合、もしくはそのおそれがある場合、橋りょう部材に異常が発見されたときに、安全性を確認す

るための点検があります。これらの点検は、１番目と３つ目の点検については、常日ごろやってお

るわけですけども、２番目の定期点検というある程度詳細な点検については、行ってないのが現状

であります。ですけども、この１９年度から長寿命化の計画を立てましたときから、きちっとした

点検をやっていることになります。 

それから地震の件ですけども、当然、この計画をやる中で耐震補強だとか、橋脚の弱いところと

いうのも十分考慮しながら設計を行っております。ただし、すべてがすべてということではござい

ません。特に橋長の長いものとか、交通量の多いものとか、輸送路に関係する橋とかというのは特

に大事にしますけども、例えば山奥の３メートルとか４メートルという橋もあるわけですけども、

そういうものについては耐震までは考えておりません。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

点検についても、やはり人によって見方が違うということのないように、点検項目については職

員で研修会を開き、同じ見方、評価の仕方ができるような研修をぜひやってほしい。といいますの

は、１年たつと、また職員がかわる可能性もあるわけであり、そういうことのないようにしっかり
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点検をしていただきたい。 

それから合併特例債の期限が目先にきており、厳しい運営が予想されている中、橋りょう長寿命

化修繕計画のように計画を策定し、コスト低減を行うことを重要と申し上げ、私の一般質問を終わ

ります。 

○議長（古畑浩一君） 

以上で、斉藤議員の質問が終わりました。 

では、暫時休憩いたします。 

１時５０分再開といたします。 

 

〈午後１時４１分 休憩〉 

 

〈午後１時５０分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

それでは休憩を解き会議を再開いたします。 

引き続き一般質問を行います。 

次に、保坂 悟議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂 悟議員。 〔２番 保坂 悟君登壇〕 

○２番（保坂 悟君） 

公明党の保坂 悟でございます。 

発言通告書に基づき１回目の質問を行います。 

１、災害対策について。 

(1) 地域防災計画について。 

① 災害想定とその対策の見直し方針はどうか。 

② 想定外の災害が発生した場合の対策はどうか。 

③ 「被災者支援システム」の導入はどうか。 

(2) 避難所施設の対策について。 

① 災害時の通信手段として、衛星ブロードバンドの設置はどうか。 

② 避難者のための冷暖房器具の設置状況はどうか。 

③ 電源確保対策はどうか。 

④ 避難所生活の長期化対策はどうか。 

(3) 災害時の各対応マニュアルについて。 

① 公共施設の利用者の避難誘導等マニュアルはどうか。 

② 避難所の避難者受入れマニュアルはどうか。 

③ 避難所の運営マニュアルはどうか。 

(4) 災害時の業務継続計画（ＢＣＰ）について、災害の種類別に計画策定してはどうか。 
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２、節電対策について。 

(1) 緑のカーテンの普及はどうか。 

(2) ＬＥＤ電球の普及はどうか。 

(3) 太陽光発電の普及はどうか。 

(4) ミニ風力発電の普及はどうか。 

(5) 遮光フィルムの普及はどうか。 

(6) 当市の節電イベント等の取り組みはどうか。 

(7) 節電による熱中症対策はどうか。 

３、ごみ処理施設について。 

(1) ごみ処理施設あり方検討委員会について。 

① 目的、検討期間、構成員はどうか。 

② 検討課題の範囲はどうか。 

③ 委員会の進捗状況はどうか、準備も含めてお伺いいたします。 

④ 障がい者を雇用する施設を目指すべきと思うがどうか。 

(2) ごみ処理施設の活用について。 

大野地区で排水問題があるので、一般廃棄物最終処分場の適正化に伴い、処理水を排水用

の水源にしてはどうか。 

(3) 焼却施設の津波対策について。 

① 津波の想定はどうか。 

② 防潮堤建設の検討はどうか。 

③ 有害物の流出防止策はどうか。 

以上、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

保坂 悟議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目、１つ目と２つ目につきましては、現在、国及び県において、防災基本計画と地

域防災計画の見直しに向けた検討を進めているところであります。市といたしましては、国及び県

との整合性を図り、地形など地域特性を考慮する中で、見直しを行っていく予定であります。 

３つ目につきましては、迅速、的確な復旧・復興業務を行うため有効なシステムであると認識い

たしており、今後導入について検討してまいります。 

２点目の１つ目につきましては、衛星回線も含めた複合的なものの必要性について検討を始めた

ところであります。 

２つ目から４つ目につきましては、東日本大震災を検証し、検討を進めております。 

３点目の１つ目につきましては、各公共施設の消防計画に準じて避難誘導をすることといたして

おります。 

２つ目と３つ目につきましては、避難所開設運営マニュアルを今後再検討してまいります。 
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４点目につきましては、今回の震災で市町村の災害対策本部機能の著しい低下、加えて職員が多

数被災したこと等を考慮し、災害時であっても非常時優先業務を継続するための計画が必要である

ことから、早急に検討してまいります。 

２番目の１点目につきましては、今年度、市内小・中学校７校でゴーヤの栽培を行うとともに、

一般向けに講習会を開催いたしております。 

２点目と３点目につきましては、市の支援や導入メリットなど情報提供に努めるとともに、公共

施設における導入により普及を図ってまいります。 

４点目につきましては、電力買い取り制度の動向や技術的な課題等を踏まえ検討してまいります。 

５点目につきましては、緑のカーテンとあわせ、その効果等の情報提供に努めてまいります。 

６点目につきましては、この夏の電力状況や節電対策についての節電講習会を開催するほか、公

共施設のイベントの取り組みを検討しております。 

７点目につきましては、熱中症予防のための水分補給やエアコンの使用方法などを広報等で周知

してまいります。 

３番目の１点目の１つ目につきましては、ごみ処理施設の耐用年数が１５年から１７年であるか

め、現在の施設が稼働以来１０年目を迎えていることから、次期ごみ処理施設等の整備について検

討を始めるものであります。 

検討期間は平成２４年度末までと考えており、構成員は学識経験者、市内３地域の代表者、現処

理施設所在地の代表者などを予定いたしております。 

２つ目につきましては、ごみ処理システム全体を見通しながら、新たなごみ処理施設や中間処理、

最終処分場の方法などを検討することといたしております。 

３つ目につきましては、委員会の設置に必要な予算について、本定例会にご審議をお願いいたし

てるところであります。 

４つ目につきましては、今後検討してまいります。 

２点目の一般廃棄物最終処分場の処理水の活用等につきましても検討してまいります。 

３点目につきましては、１番目のご質問にもお答えしたとおり、地域防災計画の見直しを行う中

で検討してまいりたいと考えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

それでは、災害対策についてであります。 

初めのほうで、国、県の動きを踏まえて、今後、見直しを検討されるということだったんですが、

非常に市民にとっても気にかかるところでございまして、ちょっと項目を一問一答みたいな形にな

りますが、ちょっと確認をさせていただきたいと思います。 

まず、特に津波を伴う地震規模の想定として、被害想定等も含めて、今、市としては今後つくる

上で、想定をどのようなぐらいの規模で考えておられるか、その辺を伺います。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

お答えいたします。 

津波の想定ということを、今後どのように考えていくかということでございますが、現在、国の

ほうでもこの大震災を受け、つまり災害対策基本法について中央防災会議が防災基本計画、これに

ついては想定をすべて見た上で、日本全国の状況を検討している状況でございます。 

したがいまして、当方は現状の防災計画の中では、お配りしているハザードマップの津波想定で

まいりますし、あるいは現在、地域防災計画の中では１０メートルラインを出しておりますが、あ

と国の動向を見ながら、さらにその部分について検討を進めていくという現状でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

それともう１つ、やっぱり最大に市民の関心があるところなんですが、この危険物等施設災害予

防についての項目で、行政は災害予防の指導に当たるとしていますが、当市の位置からすれば西の

方角には福井県の原子力発電所、東側には柏崎、刈羽原子力発電所が控えております。 

震災等により放射線が漏れた場合、またそれらの規模の想定とか、またその対策というのは、現

状今どのように考えておられるのか、その辺を伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

危険物施設、殊に原子力発電所等のいわゆる災害に対する対応ということでございますが、こち

らにつきましては報道されておりますように、新潟県のほうが早急に、その原子力対策につきまし

て検討会を開始しているところでございます。もちろん、先ほど申し上げました中央防災会議のほ

うでも、そちらをしている。あるいは所管する経済産業省、あるいは厚生労働省、国を挙げてやっ

ています。それに増して県もやっておりますので、私どももその動向を見ながらいきますが、現状

では庁内のほうでも、既に放射能災害に対する検討会を開催しております。 

起こった場合、現状の中の地域防災計画の中でどうできるのか、あるいは避難をどうするのかに

ついては、現状の姿の中でやっていくつもりですが、県等々のそちらの状況も踏まえながら、積極

的に進めていく考えでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

現状は、なかなか決めかねている状況かと思うんですが、今、しきりにニュース等でも取り上げ
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られているんですが、いわゆる放射線の測定という部分で、こちらにはそれほど強い影響はないん

ですが、今後この放射線の漏れた状況によっては、放射線量の測定体制といいますか、そういった

ものを今現状でどのように考え、どのように対応していこうとしているのか、その辺の方針という

か、考えをお聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

放射線の測定体制はどうかということでございますが、先ほど申しおくれて申しわけございませ

ん、市のほうでは放射線の測定器を早急に購入し、それに対して対応していく計画で、そのように

計画をしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

なるべく早い段階で用意していただきたいと思います。 

ちょっと細かい項目に入るんですけども、お願いいたします。 

津波予報等の伝達と広報活動についてでありますが、広報無線やラジオ放送などを聞き逃した人

への対策として、今、糸魚川市では安心メールが非常に効果的な形になっているかと思うんですが、

この安心メール等の一層の利用促進というか、そういった取り組みについては、今どのように考え

ておられるでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

お答え申し上げます。 

その伝達方法といいますか、安心メールの普及の促進につきましては、これからもさらに進めて

いくつもりでございます。先ほど田原議員のほうでもお答え申し上げましたが、やはり各地区、あ

るいは自主防災会、あるいはそういう地域の方々との懇談、あるいはそちらへの伝達の中で、そう

いうことも含めて啓蒙体制をとっていきたいというふうに思ってます。 

なおかつ安心メール、あるいは携帯電話のない方へ、防災行政無線が聞こえない場合が天候によ

ってはありますので、戸別受信機の普及、あるいはマスメディアの一層の即時体制への依頼等々も

含めまして、複数の伝達体制をとれるように、今後も進めていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

今この安心メールの推進をお願いしたところなんですが、この安心メールに似た形としまして、
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携帯電話によるエリアメールサービスというものがございまして、６月１６日の新聞記事によりま

すと加茂市では導入済みで、長岡市もことし６月から導入されるそうです。登録した方にメールが

いくのが安心メールなんですが、このエリアメールサービスというのは、登録してなくても、その

エリアにいる携帯電話を契約されている方に一括で送信されるという、そういうシステムだそうで

す。 

ただ残念ながら、今これが１事業体といいますか、そこだけの取り組みなので、全員が全員受け

られるわけじゃないんですが、こういったものも緊急時のことを考えると、検討していかなくては

いけないんではないかと私は思うんですが、その点いかがなものでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

エリアメールサービスの件でございますが、緊急地震速報につきましては、既にエリアメールサ

ービスが提供されておりまして、これは３事業体がもう既に取り入れております。結構あちらこち

らで鳴っておりました。 

そういう関連の中で津波、つまり緊急地震速報、いわゆる緊急放送ですので、私どもも衛星回線

を使った、いわゆる瞬時伝達形式のその内容につきまして、エリアメールが配信されていると思っ

てますが、さらに調査いたしまして、これが緊急地震速報と同じように、多分そのように配信され

るというふうに思っておりますが、また調査し、それが活用できるようにしたいと思ってます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

続きまして、今回の大震災を受けてなんですが、災害拠点病院の耐震化、やっぱり今回は拠点病

院の津波対策、また災害時の医療体制の強化というその方針について、現状今どのように考えてお

られるか、お伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

災害拠点病院の津波対策ということでございますが、それぞれ病院のほうで災害拠点病院なりの

条件というのがございます。そちらについて検討されてるというふうには聞いておりますけれども、

さらにこちらのほうでも調査し、対策について確認していきたいというふうに考えます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

今回の津波に関しては本当に大規模で、いわゆる想定外、想定外というふうに言われておるんで
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すけども、低いところにこういう医療機関がある場合に、当てにならなくなってしまうということ

を考えた場合に、現状ある公共施設等を代替施設として、それに取り組むことも今後必要ではない

かということで、あえて質問させていただきました。 

あと、今、県のほうで動きがあるんですけども、このドクターヘリの設置に向けて意見等々を吸

い上げているそうなんですが、今、新潟市のほうで設置するような方向で話が動いてます。距離を

考えると、長岡のほうに設置していただくと、糸魚川市としてはありがたいと思うんですが、その

辺の糸魚川市としての要望。それから隣県で、今、長野県のほうにもドクターヘリが設置されてい

るんですが、そういったところの連携といったものも、もう協定といいますか、結べればよろしい

かと思うんですが、その辺の考え方をお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

ドクターヘリのまず運行距離の問題が１点、それから長野県との連携ということで、もう１点で

ございますが、確かに議員がおっしゃるように、ドクターヘリの場合には片道７０キロ、約１５分

が、１つ医学的にいわゆる効果がある範囲だと言われております。 

したがいまして、当地においては長岡というより、むしろ上越あたりのほうが非常に効果がある

というふうに考えておりますので、各方面を通じまして検討会議、あるいは関係の上部機関それぞ

れに、当市としては要望をいたしております。できるだけ複数機を配置し、こちらのほうにお願い

したいということで要望活動を行っております。 

もう１点、長野県との連携ですが、これも含めまして２４年に新潟市に配置されるわけですが、

これ以降しばらく時間がかかる場合には、長野県が今度複数機、佐久病院に今現在運航しておりま

すが、今度は松本、信州大学病院に設置されるというふうに聞いておりますのでそちら、あるいは

群馬県のほうにも運航されております。そちらへも、また連携できるようなことも要望しておりま

す。現在、それについて進めております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

まさに上越エリアにというのは、次に言おうと思っていたんですが、ぜひやっぱり距離を考える

と、この上越エリアは広いですし、ぜひこのドクターヘリが設置できるように、また要望をよろし

くお願いいたします。 

続きまして、この防災計画の中で防災公園の整備についてという項目が記されております。地域

防災計画では、防災公園を関係機関と連携を図りながら、整備について検討するという表現になっ

ております。平成１８年度につくられておりますので、これまでの検討結果や現状はどのようにな

っているのか。また、東日本大震災のような大規模災害を想定した場合に、多くの避難者を受け入

れる場所、施設が必要になります。市街地を中心に、この防災公園の整備というものを早急に検討

すべきと思うんですが、その辺の考え方をお伺いいたします。 



－ 125 － 

＋ 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

防災公園についてお答えします。 

従前にも防災公園のご質問がございましたが、現在のところ、防災公園としての機能を持った公

園は当市にはございません。ただ土地区画整理の中で、そういう公園を整備していく。あるいは今

回、山ノ井保育園のそばのところには防火水槽を設置していくなど、近いものについては考慮して

おります。また今後、市街化地域の中で防災公園をやはり考慮していく中で進めていく必要がある

というふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

１つちょっと確認なんですけども、この地域防災計画の中で整備について検討をするというふう

にあるわけですね。ただ、この検討が、本当に設置するという明確な意味を込めての検討なのか、

糸魚川市に設置状況であるのかどうかという部分を検討していくのかという、いろんなとらえ方が

あるもんですから。ただ、あえて計画に載せてあるところを見れば、私としては、もう前向きに整

備していく方向での検討という受けとめ方をしているんですが、その辺、もう一度ちょっと確認を

お願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

やはり防災公園のもたらす機能が、避難したときに水が可能であるとか、あるいは防火区画帯と

してなって、火災から市民の方々を守れるとか、緑地帯があるとか、あるいはそこである程度の生

活が少しできるような、煮炊きができるようなベンチがあるとかというような形かというふうに思

います。 

現状的に、ちょうど丘陵地、あるいは林地を近くに持っている当市といたしまして、その機能を

果たしている部分については、それはそれなりに応用ができるのではないか。ただし、今後、市街

化したときに、やはり都市化した市街化の中ではそういう公園を設けて、そこで生活、あるいは避

難をしなきゃなりませんので、そういうことも含めまして、それはやはり前向きに考える必要があ

ると思いますし、それは地震だけではなく、いろんな災害のことを考慮した上で、防災公園も考え

る必要があるというふうに思いますので、やはりそれは検討を前に進めていくということでは考え

ております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 
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○２番（保坂 悟君） 

次、②の想定外の災害が発生した場合の対策についてであります。 

想定外の災害の避難指示についてなんですが、この避難指示の発令基準、伝達方法はどのように

検討されるのか。また、避難所や避難ルートが実際に機能するかどうかの検証など、また機能しな

かった場合の対処法は非常に難しい取り組みになるかと思うんですが、今回の震災を受けて、やっ

ぱり最悪な事態というか、そういったときにどういうふうな動きをしていくのか、避難民を助ける

方策として今どのように考えているのか、その点お伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

想定外ということの対応でございますが、やはり想定外は想定できませんということでございま

す。ただ、そうは言っておられませんので、私どもはやはり防災計画を進めていく中でお願いして

いるのは、まずは最悪の事態を想定しておくということの行動をとる、これは対応できる。それか

ら、次に早目、早目ですので、もう疑ったら行動すると。これは必ず行う、もう早目、早目だと。

それから皆さんには、もう１つは空振り覚悟で、空振りで逃げろといって、後からそれはおかしい

じゃないかということのないように、やはりそういう空振り覚悟で、空振りは許すよと、この３つ

を柱にして進めてきておりますので、これが１つやはり想定外のほうに対応できていくんじゃない

かと、これは現行もそのとおりです。 

それから、それをやはり実施していただくためには地域コミュニティ、やはり自主防災組織の中

でのコミュニティが一番重要だというように考えておりますし、現在、中央防災会議のほうのそう

いう検討事項の中でも、相当このことが強く出されております。したがいまして、そちらが強いコ

ミュニティの中で、早目、早目に逃げよう、早目、早目に安全を確保しようということが、一番の

根本だというふうに考えておりますので、今までに増して、そのことを継続していきたいというふ

うに考えてます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

まさに想定外ということで、なかなか想定外ですから考えにくいところなんですが、あえて言う

とすれば、防災教育ということについて取り組まなきゃいけないんだろうというふうに思っており

ます。 

６月１日付の私の党の公明新聞のところで、岩手県釜石市の防災教育について紹介がされており

ました。釜石市では学校防災教育が７年前に始められ、２００８年度に文部科学省の防災教育支援

モデル地域に採択され、２０１０年度から市内１４小・中学校で津波防災教育が行われております。 

この取り組みにかかわってきた群馬大学大学院の片田敏孝教授が教えてきたことは、津波防災教

育の３原則として、①想定を信じるな、②ベストを尽くせ、③率先避難者たれとあります。要は防

災の知識ではなく、防災の姿勢を与える教育が重要とおっしゃっておられます。これが今回功を奏
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し、釜石市内小・中学生は、ほぼ全員が無事に避難することができ、ちまたでは釜石の奇跡という

ふうに呼ばれているそうであります。当市も同様に、今回津波という部分に関しては、この防災教

育というものをしっかり導入していくべきと思うんですが、その点の考え方はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

防災教育への考え方ということでございますが、まさしく議員おっしゃるとおりで、子どものこ

ろからそういう教育が必要であるというふうに考えておりますし、当市におきましては地震等を含

めまして、今年度、根知小学校が防災チャレンジプランということで、国のほうのそういうシステ

ムに乗って動いております。 

ただ、全部のほうにということでございますので、これはまた教育委員会とも相談しながら進め

ていく必要があるというふうに考えておりますし、議員がおっしゃった３つの項目につきましては、

すべて私が申し上げた、いわゆる想定を信じるということは最悪の事態を考慮せよ、ベストを尽く

せということは、やはり最善の努力、空振り覚悟で動けということと、それから率先避難者につき

ましては疑うなと、疑ったら動けということは、やはり共通するもんだというふうに認識しており

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

続きまして、被災者支援システムの導入であります。先ほどは検討していただけるという答弁を

いただきました。 

ちょっとこのシステムについてでありますが、このシステムは阪神・淡路大震災を経験した兵庫

県西宮市が開発したものであります。被災者の被害状況や避難先などの基本情報を一元化管理する

ことで、罹災証明書の発行などがスムーズに行われるほか、緊急物資管理や倒壊家屋管理など、さ

まざまな行政事務に力を発揮するものですと。被災者支援システムの仕組みは、災害発生時の住民

基本台帳のデータをベースに被災者台帳をつくり、１番目として家屋の被害、２番目に避難先、

３番目に犠牲者の有無、４番目、口座番号、５番目として罹災証明書の発行状況などを一元的に管

理できると。氏名などを端末に打ち込めば、被災関連情報がすぐに見つけられるということであり

ます。 

例えば義援金を受け取るための罹災証明書の発行には、この住民基本台帳と家屋台帳、被災状況

という３つのデータベースを確認、照合が必要になりますが、従来ですと、このデータが全部別々

に存在してあって、発行までに相当な時間がかかって、今回の震災のところでも何時間も並んでし

まうという状況があったそうであります。こういったことを考えますと、一括管理になっているこ

とで、確認と照合の手間が省けるということで、この震災を受けて当市も早急に導入すべきという

ことで提案してるんですけども、検討ということなんですが、これは直ちにでもできるようなシス

テムかと思うんですが、その辺、時間的なものですが、いかがなもんでしょうか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹之内市民課長。 〔市民課長 竹之内 豊君登壇〕 

○市民課長（竹之内 豊君） 

議員さんのご提案のシステムにつきましては、私どももまだホームページに載っておる情報の把

握しかしきれておりませんが、非常に便利であると。過去の大規模な被災の状況の中で非常に役立

つシステムを、当事者が開発したものである点を注目しておりまして、現在、無償で提供を受けら

れるということでございますので、早目にこれを入手いたしまして、住基との連動等のテストをし

て使い勝手がいいものかどうか、ふだんから使いなれておくことも大事かと思いますので、早目に

入手のほうをしてみたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

なるべく早目な対応をよろしくお願いいたします。 

続きまして、避難所施設の対策についてであります。 

災害時の通信手段として衛星ブロードバンドはどうかということなんですけども、災害時、地上

の影響を受けにくくケーブルの断線がないというメリットがございまして、アンテナの設置スペー

スがあればどこでも使用可能と。私が調べたとこなんですが、初期費用が大体３０万円ぐらいで、

ランニングコストは月３,５００円から定額となっておリます。現在、全国の自治体、役場等、緊

急避難所となる小学校などで導入されているもので、特に学校等の施設への設置はどうかというこ

とで提案しておるんですが、その点いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

衛星ブロードバンドの設置についてどうかということでございますが、先ほど市長のほうから各

避難所等、あるいは地域の拠点等の連絡手段として、複数のやはりラインを考えていくということ

で申し上げてありますが、その中の１つの方法として、この衛星ブロードバンドも検討していきた

いというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

次に②番の暑さ寒さ対策でありますが、ちょっと私、１回目の答弁を聞き記せなかったんですけ

ども、この病気の方とか高齢者、障害者、妊婦や乳幼児など災害弱者と言われる方たちが、暑いと

き、寒いときにしのげる用意はどうかということであります。 

具体的にエアコン、扇風機、灯油ストーブなどの今後の整備計画はどうかということなんですが、
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その点お願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

避難者のためのそういう設備でございますが、やはり今回の大震災の検証も含めまして、前向き

に検討していくというふうにお答えしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

前向きにということですので、できれば計画を持って整備していただきたいと思います。 

それにちょっと似ているんですけども、今度は電源確保であります。過去に一般質問でさせてい

ただいて提案し、５台ですか、自家発電機も用意していただきました。 

しかし、今回のような大規模災害になると、避難所ごとへの配備が必要になるのではないかと。

避難所生活では中越地震もそうでしたけど、明かりがないとなると、本当に精神的に不安をあおっ

てしまう。また、２次災害にもつながってしまうということで、非常に明かりが必要かと思います。

その整備計画、場合によっては太陽光発電がいいのか、また、ミニ風力がいいのか、そういったこ

とも考えて整備計画を設けるべきと思っております。また、この自家発電装置については燃料も必

要になっておりますので、それもあわせて計画的に整備していくべきと思うんですが、その辺の具

体的な考え方をお聞かせいただければと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

避難所への電源確保対策でございますが、先ほど申し上げましたように、現在５台をそれぞれ配

置してございます。 

なお、配置対策につきましては、また計画的に考えていきますし、もう１つ、市内のいわゆるレ

ンタル業者それぞれと、そういう協定を結んでおります。そういうことにつきまして、そこからの

借り上げは十分可能かというふうに考えておりますし、もう１点、東北電力のほうでも、やはりそ

ういう大規模避難所に対しては、必ず電源車を持つということの約束をもらっておりますので、そ

ういうそれぞれの協力をしながら電源確保は必ずとっていくということで、そのように進めるよう

にしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

次、④番目の避難所生活の長期化に伴う備品等のことであります。 
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断水時の使用可能なトイレの確保についてであります。簡易トイレ、仮設トイレ、マンホールト

イレ等の整備は今後どのようにしていくのか、その辺を伺いますし。 

ちょっと具体例がございまして、埼玉県の春日部市の谷中小記念館で、自治会が災害用のトイレ

の設置訓練というのを行っております。駐車場内に整備されたトイレ専用のマンホールと、あと既

存のマンホールに実際に住民がテントを張るような形でのトイレを設置するという訓練を行ってい

るんですが、糸魚川市においても場所はかなり選んで設置することになるかと思うんですが、そう

いったものを設置し、そういった訓練等も含めてやっていくべきではないかと思うんですが、その

点いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

冒頭の答弁でもお答えさせていただいたように、特に２つ目から４つ目につきましては、ある一

定の１つの想定を、今回の東日本大震災を想定されとると思われるわけでございますが、しかし、

この大規模な災害を想定しながら、すべて今、市で対応するというのは非常に困難であります。 

そのようなことで、我々といたしましてはこの大震災を検証しながら、これからどうあるべきか

というのを検討しなくちゃいけないんだろうと思う次第でございまして、例えば地域間連携、また

は姉妹都市連携、いろんな連携をする中で、お互いにやはり分かち合いながら、そういったところ

を対応するようなことも考えなくてはいけないんだろうと思う次第でございまして、やはり１次的

な対応、２次的な対応、そういった中でのそういった備品整備は進めていかなくてはいけないんだ

ろうということを考えておるわけでございまして、その辺も含めて、これから検討しなくてはいけ

ないと思ってる次第でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

マンホールトイレ等の訓練等につきましてですが、マンホールトイレにつきましては今年度にな

りまして、ガス水道局を中心にこちらのほうでもデモンストレーション、あるいはこちらの見学会

みたいなものを進めております。 

なお、簡易トイレにつきましては備蓄備品の中にございます。それぞれ有効なものを考えながら、

あるいはマンホールが設置されてない部分についてのやはり簡易トイレ、それから避難地域それぞ

れの山間部で何がいいのか。そういうものを検討しながら、それに合ったものについてさらに検討

を進め、地域の自主防災の方々の訓練も一緒に継続しながらやっていきたいというふうに考えます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 
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続きまして、飲料水、生活用水の確保であります。 

飲料水兼用耐震性貯水槽の整備と、生活雑用水確保のための井戸等の整備が防災計画には記され

ております。こういった避難所施設に井戸等の整備について、現状はどのようになっているか、ま

た、今後どのような計画があるか、その点お伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

避難所での飲料水確保の中でやはり井戸等の整備、あるいは飲料水用の防火水槽の整備でござい

ますが、現状のところ、そちらのほうは整備されておりません。ただ今後、地域、地域によって、

適切なものというのはやはり検討されていかなきゃなりませんし、先ほど市長が申し上げました国

のほうで、そういうすべての面において今検討しておりますので、冒頭申し上げました、あわせな

がらいろんな整備、整理や整合を図っていきたいというふうに考えます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

私の質問の内容というのは、地域防災計画の中で既にもう書かれてあるものについての確認です

ので、その辺ちょっと誤解されないようにお願いしたいと思います。 

今回の震災を受けて特に話題になっていたのは、女性用の更衣室や化粧室等の確保が長期間の避

難生活の場合、重要であると。授乳室の確保も必要だとあるんですが、こういったものに関しては

簡易的なパーテーションとかで対応できるかと思うんですが、その辺は、どのように考えていらっ

しゃるでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

今の授乳室や更衣室等につきまして、今回の東日本大震災の避難を受け入れる中で、そういうも

のも整備しながら、こちらの在庫をやはり持っておりますし、やはり支援体制も使いながら、必ず

そういう施設は避難所の中で用意していくという形には、していかなきゃならないというふうに考

えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ぜひ整備をお願いいたします。 

続きまして、災害時の各種対応マニュアルとして、公共施設を利用している方の避難誘導になる

んですけども、こういった職員に対する研修とか教育とかというのは、これはいつ、どのような形
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で行われているのか、その辺、ちょっと紹介していただきたいと思うんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

お答えをいたします。 

職員への研修等でありますが、防火訓練等の際に、施設の本来定められている役割等についての

確認をいたしておるというものであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山口消防長。 〔消防長 山口 明君登壇〕 

○消防長（山口 明君） 

先ほど市長の答弁にもございましたが、やはり防火管理を有する消防計画の中で、避難誘導が必

ずなされることになっておりますので、それを展開し、それぞれの災害に展開できるよう、やはり

年に一遍以上訓練するように、必ず消防法で決まっておりますので、それとあわせてやはり訓練を

進めていっているというふうに考えておりますし、また災害形態を火災、あるいは地震、すべての

ほうに展開できるように、これからも指導を強めてまいります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

避難誘導は年１回、必ずどの施設でも行っているということですね。 

もう１つは、今度は自分がいる施設に避難民を受け入れる訓練といいますか、その職員の研修等

も、それは先ほどと同じときにやっておられるという理解でよろしいですか。それとも別に、ちゃ

んと受け入れる訓練というか、そういう研修をされているのか、その辺、確認をお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹之内市民課長。 〔市民課長 竹之内 豊君登壇〕 

○市民課長（竹之内 豊君） 

避難所の設置と管理運営については、市民課のほうで対応することになります。 

昨年８月１日に消防本部におきまして、専門家による避難所対応演習というものを消防本部のほ

うで組んでいただきまして、担当する市民課全職員の中で都合のつくもの全員これに参加をし、い

ろいろな場合を想定した机上の訓練を実施しております。 

それからマニュアルにつきましては、各課のほうで解説マニュアル、それから管理運営マニュア

ルという概略的なマニュアルは持っとったわけでございますが、今回、青海の避難所の経験の中か

ら従事者がやってきたことをまとめ、翌日の担当者に引き継ぐためのマニュアルづくりというもの

もできて、かなり情報量としてはボリュームの多い、細かいものができておりますので、それらの

中から今後に生かせるものをピックアップし整理した中で、よりきめの細かいマニュアルというも
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

今回の震災で、やはり初期対応といいますか、避難の誘導と、また避難してくる地域の方を受け

入れるときに手間取ったということで、小学校のほうで甚大な方が亡くなられたという経緯があっ

たものですから、具体的な人が大きく動いたときのこういう対応というものは、常日ごろから訓練

しとかなきゃいけないんだなと、私自身もつくづく思ったもんですから、あえて確認させていただ

きました。 

皆さんは人の命を預かる施設におるわけですから重々わかっているんですが、やはり地域の方に

も安心していただく意味で、確認させていただきましたので、よろしくお願いいたします。 

あと３点目の避難所のこの運営マニュアルなんですけども、避難所生活を円滑に行うための準備

はどうなっているのか。特に持病のある方や視覚障害、また、言語障害のある方などの対応。あと

妊婦、乳幼児の対応など、あとけが人等ですけども、そういったものを想定された避難所の中の、

日々の運営していくマニュアルというのは、どのようになっているのか。また、そういった研修は、

どのようになっているのか、その点、確認させてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹之内市民課長。 〔市民課長 竹之内 豊君登壇〕 

○市民課長（竹之内 豊君） 

今ほどの答弁で申し上げましたとおり、今現在つくってあるマニュアルというものは、もうちょ

っと大枠の概括的なマニュアルでございまして、そういった個別のケースごとにマニュアル化した

ものというよりは、もう現場合わせで、即対応しなきゃいけないというのが従来の考え方でござい

ましたが、今回、青海の避難所の中で例えば高齢者、要介護ではないけれども、多少の介護が必要

な方ですとか、あるいは授乳が必要なお子さまの受け入れとか、ペット連れの受け入れとか、いろ

んなものを体験してまいりましたので、先ほど申しましたように、それらを共通して今後生かせる

ものを、ある程度のマニュアルとしてまとめていきたいということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

次に、災害時の業務継続計画についてであります。 

これに関しては糸魚川市は、以前、新型インフルエンザでもう既に導入されているということで、

非常に私も心強いなというふうに思いました。大体の形ができてるかと思いますので、あとは災害

別といいますか、状況に合わせた形でのプランニングをされれば、すぐにできるんじゃなかろうか

ということで、今回質問させていただいたんですが、１回目のほうの答弁でも早急に検討していた

だくというんですが、結構時間がかかるのか、それとも本当にすぐ計画自体はできるのか、その辺
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ちょっとお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

業務継続計画の関係ですが、現在、地域防災計画を当然私らは持っておるわけですが、そちらが

どちらかというと、応急的な対策が中心であるというふうには思っております。また短期的、さら

には部分的な対応のことしか、記載されていないのかなというふうに思っております。 

そういったことから先ほど市長が答弁されたように、我々としても今後、通常の体制で業務の継

続が難しくなるような大規模な危機が発生したときに備えて、今言われました新型インフルエンザ

のときにつくりました業務継続計画、これは少し地震とかの災害とは違った形での業務継続計画に

なっておりますので。とはいえ、ここら辺の考え方を参考にする中で、幾つかの想定をした上で継

続計画について検討してやれることから。 

これは見ますと、きっちりしたものにするには、やはり時間がかかるのかなというふうに思って

おりますので、やれる部分から取り組んでいくというような形で、まず、大枠のものを決めていく

ような形かなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

続きまして、大きな２番の節電対策であります。 

緑のカーテンについてであります。行政はことし５月２５日に、市役所の南側のところにですか

ね、グリーンカーテンを設置し、６月７日には市民向けに緑のカーテンの講習会の開催を行ってお

ります。大変よい取り組みだというふうに評価をしております。 

ところで、このホームページでグリーンカーテンプロジェクトという項目が紹介はされておるん

ですけども、どうもちょっと私の読み取り方が悪いのか、このプロジェクトの趣旨といいますか、

何をどうして、どういった形で市民に成果を上げていくのかというのは、ちょっと見えなかったん

ですが、このグリーンカーテンプロジェクトについて、ちょっとご説明いただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

糸魚川グリーンカーテンプロジェクトということで、内容につきましては、市内７校の小・中学

校から緑のカーテンということで、ゴーヤをつくっていただくということで参加をいただいており

ます。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

じゃあこれは７校でグリーンカーテンをつくっていただいて、それで終わりという理解でよろし

いですか。そこで写真を撮って、育った過程とか取り組みをホームページで紹介して、さらに広げ

ていきましょうというものではないという理解でよろしいんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

失礼いたしました。言葉が足りませんでした。 

一応つくっていただいて育っている状況だとか、そういうものも一応逐次ホームページで紹介し

ていきたいと思っています。それはまた学校だけでなくて、市内一般の方々のところでも募集をい

たしまして、写真等育っている状況があれば、ホームページで紹介させていただきたいということ

であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

この取り組みは来年以降も続けられるんでしょうか。それとも、ことし限りという取り組みでし

ょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

ことしは特に節電ということで取り上げられておるんですけども、基本的にはＣＯ２の削減とい

うことで、エコに関してこれもすごく重要なことだというふうにとらえておりますので、継続して

いきたいなというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

次、ＬＥＤ電球についてであります。 

公共施設等でも整備していってくださるという答弁でしたが、１つ、２つちょっと紹介したいと

思います。 

新潟市では、自治会や町内会が管理する防犯灯への補助制度を変更しております。その変更内容

は、これまでは設置費と電気代を定額補助してきたものを、電気料金の変動や防犯灯の多様化に対

応できるように、今年度から定率の２分の１の補助にしたと。さらに電気代が安いこのＬＥＤ防犯

灯の設置費、おおむね４万円から４万５,０００円については３分の２の補助をしておると。 
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当市もこのＬＥＤの転換というか、そういう方向を目指して、こういった補助制度を柔軟に変更

していくべきと思うんですが、その点いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

串橋建設課長。 〔建設課長 串橋秀樹君登壇〕 

○建設課長（串橋秀樹君） 

お答えいたします。 

糸魚川市の街路灯設置補助要綱でございますけども、今年度の４月からＬＥＤの照明をつけた場

合も追加いたしました。町内街路灯につきましては１灯につき設置費の３分の１、最高限度額を

１万円というのが従来の制度でございますけども、これにＬＥＤ照明器具をつけた場合は、１万

５,０００円ということにしております。以上の変更点でございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

取り組みをされていたことに対して勉強不足で申しわけなかったと思います。ただ、ちょっと今

金額を聞いてどうなのかなと、そこを思い切って変更していけるのかどうかという部分で、ぜひ再

検討していただきたいという、それは要望にしておきますけども、ぜひ取り組みをお願いいたしま

す。 

ちなみに公共施設の中でのこのＬＥＤ化というのは、どの程度進んでおられるのか、その点、ち

ょっと教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

結城教育総務課長。 〔教育委員会教育総務課長 結城一也君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（結城一也君） 

お答えいたします。 

ただいま糸魚川小学校の改築ということで話を進めさせていただいております。教室すべてＬＥ

Ｄということがいいんでしょうけども、まだちょっと基本性能的な部分で問題があるということで、

例えば街路灯ですとか、それから階段の踊り場、便所など、比較的常に使っているようなところに

ついて、ＬＥＤを採用したいというふうに検討している最中でございます。学校関係は、以上でご

ざいます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

庁舎の関係であります。１階で、現在この本庁舎ではＬＥＤを９３本設置をしたと。なかなか高

いものですから、一遍に全部というわけにはなかなかいかないということであります。 
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それから青海の生涯学習センターでは、通路を中心に６３個、それから能生の生涯学習センター

では１５、それから能生の事務所では２０ほど、現在庁舎関係では使っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

確かにまだまだちょっと高価なものではあるかと思いますが、なるべく切りかえ、導入のほうで

積極的に行っていただきたいという要望にしておきます。 

続きまして、太陽光発電の住宅等で補助制度を行っておるんですけども、今回のこの節電対策の

中で設置希望者とか、そういった希望者がふえている状況なのか。または、もっと補助制度を強化

してほしいという、こういう要望とかあるのか、その辺、ちょっとお伺いしたいんですけども。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

今年度、太陽光発電の補助制度の募集をいたしました結果、９件の応募がありました。予算的に

は、もう少し残っているので追加要望を取りたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

正直、もうちょっとあるのかなというふうに思ったんですが、今の状況ですと追加していただい

て、対応されればよろしいのかなというふうに思いました。 

続きまして、当市の節電イベント等の取り組みについてであります。 

夏休みを控えて、子どもたちが楽しく節電に取り組めるような行事とかイベントとか、現段階で

考えているのかどうか、その点、お伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

例えば夏のおでかけキャンペーンといたしまして、ジオパーク関連のクールスポットの紹介です

とか、それから博物館や美術館などの入館料の割引サービスを行うことで、家族の方全員がおでか

けいただいて日中の電源を使わない、節電に努めていけるのではないかということで、現在、関係

各課と検討を行っているところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 
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○２番（保坂 悟君） 

なかなかおもしろい取り組みかなと思いますし、ついこの間、これも新聞記事でちょっと恐縮な

んですが、三条市では官民一体になって節電行動計画というものが策定されております。特徴的な

のは、今おっしゃっていただいたとおりなんですけども、市民の外出を促す取り組みということで、

公民館、図書館で学習ルームの設置、公民館での高校野球観戦や、子ども向け映画の上映会や、あ

と民間スイミングスクールの無料講習会。また、大手スーパーなどでは親子のふれあい教室の開催

などを今要請している段階だと。また、家庭ではエアコンのフィルターの掃除を進める企画と、あ

と節電アイデアコンテストを行うという、こういった取り組みをされてるそうです。 

当市のこういった節電、節電となると、きゅうきゅうとしてくるんですけども、楽しく節電でき

るような取り組みということで、今ご提案申し上げているんですけども、こういった三条市の取り

組みとか、また、市民からの節電のアイデアを募集してコンテストするとか、そういったところも

ちょっとご検討いただきたいと思うんですが、その点の考え方はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

市の中では計画停電対策本部というのを設けまして、その中で最初は計画停電のことを進めてお

るわけでありますが、今回７月１日から９月９日まで集中的に１５％カットが出たことから、庁内

挙げて市民向け、あるいは庁舎のこと、あるいは企業の方に呼びかけをして、市全体で１５％をク

リアしようということでの今検討をしております。近くこれらをまとめて、議会のほうにご相談を

させていただきたいなと思っていますが、やはり今、議員が言われましたように、楽しく参加でき

るような方法というのがあるんじゃないかということで、そこら辺もあわせながら今検討しており

ますので、まとめましたら、また議会のほうにご相談させていただきたいというふうに思っており

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ぜひいい企画というか、計画ができることを願ってます。 

続きまして、ちょっと話が大きくなると思うんですが、今回のこの節電を通じて、以前、家電エ

コポイントや住宅リフォームの助成ということで、景気対策の中で非常に一役買った制度がござい

ました。今、私の党のほうでも国には提案してるんですけども、いわゆる節電エコポイント制度と

いったものを、検討できないかということを思っているんですが、市でできる範囲というのは限ら

れるかもしれませんが、この節電エコポイントという制度の導入というか、取り組み検討をお願い

したいと思うんですが、その辺、さきの計画停電等の対策本部でも、こういった趣旨はちょっと違

うかもしれませんが、経済対策の一環も込めて、こういうエコポイント制度というのを導入しては

と思うんですが、その辺の考えはいかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

今、議員から提案のありましたエコポイントというような形になるかどうかは別としまして、や

はり地域経済を巻き込んだものというのは、１つ展開が必要じゃないかなということで今考えてる

ところでありますので、そこら辺もまとめましたら、またご報告させていただきたいと思っていま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

節電のほうでは最後になりますが、熱中症対策であります。 

エアコン等の過剰な節電によって熱中症が懸念されると。ことしは一応報道では暑くなるんじゃ

ないかというふうな見込みであります。 

先ほどいろいろ対応はされるというふうに言われておったんですが、熱中症の注意喚起について

具体的にこういうことをするというのを、もう一度教えていただければと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

節電がございまして、国のほうも厚生労働省のほうから通知がございます。節電の取り組みのた

めにエアコンの使用が制限されるということが、特に高齢者の方のほうから予想されるということ

で、無理に我慢せず、健康を害するようなことがないように、適度にエアコン等を使用してもらう

ように周知する。 

特に高齢者につきましては周囲、地域が協力して、例えば民生委員さんとか福祉のボランティア

さん等、水分補給、あるいは室内空調、それを地域で見守るという形で取り組んでもらいたいとい

うことで、具体的に周知につきましては広報等で回覧とかホームページ、ＣＡＴＶ、広報無線等が

ありますが、継続的にしていきたい。それからいろんな会合とか、そういう行事につきまして、チ

ラシなどをつくりまして配布したいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ぜひ熱中症が出ないような取り組みを、よろしくお願いいたします。 

最後のごみ処理施設についてであります。 

今回予算に上がってきている内容なので、委員会のほうでの審議があるということなので、大枠

のところでちょっとお伺いしますが、今回、専門家と地域住民の方にも入っていただく検討委員会
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と聞いておるんですけども、目指すポイントとして、どこに置いてるのかということなんですが、

基本計画等で目指している循環型施設を目指していくのか、行政改革の一環として経済効果の高い

ような施設を目指していくのか、大枠なんですけども、どっちの方向で検討されていくのか、お伺

いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

これからの話になるわけですが、現在ごみ炭化炉ということで取り組んできて、地域経済、ある

いは循環型社会を目指した１つの方法ということで取り組んだわけですが、やはりなかなか完全な

システムになってないわけですから、これらもやはり市の大変負担になってるわけですから、これ

らのことも考えなきゃならんし、もう一方では、やっぱり全体経費が何十億円になる投資になるわ

けですので、そこら辺もあわせながら、今後、専門家の意見、あるいは地域の住民の方、あるいは

今いろんな面でご厄介になってる地域の代表の方を加えて、いろんな意見をまとめていきたい考え

でおります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

じゃあ現段階では、どちらということではなくて、もう本当に真っさらな状態から検討していき

たいというふうなとらえ方をさせていただきました。 

この検討委員会は、今、大野区では、一般廃棄物最終処分場の特別委員会というものが設置され

とるんですけども、その大野区の委員会との連携とか、協議の場とかというのは設ける方向でいく

のか。それとも全く本当に施設のことだけを議論する検討委員会というふうなとらえ方でよろしい

のか、その辺、ちょっとお伺いしたいと思うんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

この検討委員会と大野区の特別委員会と直接お話するというのは、なかなかそういう機会がない

んだろうと思っていますが、大野地区の代表の方から参画をお願いしたいということでありますの

で、その方からまたご要望等があれば、いろんな機会あれば、市とまた大野区の特別委員会と、十

分お話をさせていただく場になろうかなというふうな考えでおります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

これもお願いになるかと思いますが、先ほど障害者の雇用を目指すべきというふうに私は考えて



－ 141 － 

＋ 

おるんですけども、この委員会で検討される焼却施設、中間処理施設、最終処分場、水処理施設な

ど大変大型プロジェクトになります。そこで市の管理のもと、また民間も使うのかもしれませんけ

ども、そういった中に障害者の雇用について、この委員会で検討されるのか、ちょっとそれも不確

かなんですが、ぜひそういったものも想定しながら、この施設の検討をしていただきたいと思うん

ですが、再度、その辺の障害者の雇用率を高める意味で、ぜひ含めていただきたいと思うんですが、

再度、その点いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

具体的な設備等については今後の話ですが、現在のごみ炭化炉について、一部のごみについては

民間の企業の中で一部処理しておられまして、その中では数人の方を雇用の場として確保していた

だいております。やはりそういうことも当然考える中で、これらを一体の中で取り組まなきゃなら

んというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

一番最後になりますが、焼却施設の津波対策ということで、今回の災害を想定して河口部分に焼

却施設が設置されております。特に津波なんですけども、要は災害があった場合、いろんなごみを

処分していく上で、ああいうところに設置されてどうなのかなという単純な疑問から、今回ちょっ

と項目として挙げたんですが、今後この施設を建設していく上で、立地のことまでも検討されてい

くのか。あくまでもあそこで新しく建てていくのか、その辺の今考えがどのようになっているのか、

その辺、確認したいと思うんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

現在のある施設の地域の方からも委員に入っていただくわけでございますが、必ずしもその場所

というところではないと思ってますし、また、今ご指摘の津波に対するやはり対応も絶対しなくち

ゃいけないんだろうと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

そのように、また柔軟な対応していただければと思います。 

以上で、私の一般質問を終わります。 
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○議長（古畑浩一君） 

以上で、保坂議員の質問が終わりました。 

それでは暫時休憩いたします。 

休憩の再開を３時２０分とします。 

 

〈午後３時０４分 休憩〉 

 

〈午後３時２０分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

引き続き一般質問を行います。 

次に、伊藤文博議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 〔１３番 伊藤文博君登壇〕 

○１３番（伊藤文博君） 

新政会、伊藤文博です。 

本日は、１点について質問いたします。 

１、ジオパークと新幹線開通を核とした地域活性化について。 

現在の糸魚川市が活性化、地域振興を考えるとき、「新幹線開通」と「世界ジオパーク」を重要

なポイント、絶好の機会と捉えた取り組みが必要となります。 

「新幹線」と「ジオパーク」の活用を核に、交流人口の拡大、郷土愛の醸成と観光を中心とした

産業振興による若者の定住促進、市内全域の交通利便性の見直しと再構築、新幹線駅周辺開発の見

直し、ジオパーク資産活用による各地域の再生などを考え、地域活性化を図っていく必要がありま

す。 

この２つの重要な要素が揃うこの機会に糸魚川市の活性化を図ることができなければ、もう２度

とこのような絶好の機会はやってこないでしょう。 

次の点について伺います。 

(1) 「糸魚川まるごとジオパーク」へ向けて市民との意識の共有は進んでいるでしょうか。ま

た、今後の取り組みは。 

(2) ジオパークを郷土愛の醸成に繋げていく取り組みはいかがでしょうか。 

(3) ジオパークを核とした地域活性化に向けた「交流人口拡大プラン」と「ジオパーク戦略プ

ラン」の重複部分の、計画・実効性の整合、協調は十分に図られ、即実行可能な有効かつ手

厚い計画となっているでしょうか。 

(4) ジオパークに関連して各地域との連携は進んでいるでしょうか。 

(5) 新幹線開通を有利な要素として活かすための具体的施策は何でしょうか。 

(6) 在来線（大糸線）・並行在来線（北陸本線）の利便性向上による活性化をどのように図る
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(7) 新幹線開通を契機とした、全ての交通手段を含めたハード、ソフト両面からの交通体系の

整備をどう考えているでしょうか。 

(8) 駅周辺開発、振興について、その後の検討状況はいかがでしょうか。 

以上、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

伊藤議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目と２点目につきましては、市内団体の各種イベントや事業との連携、市民向けの

出前講座、学習支援、ジオパークマスター認定、ジオパーク検定など多角的な取り組みにより、市

民の皆様に対するジオパークの普及啓発を図ってまいりました。 

また、幼いころからふるさとに愛着を持つことも大切であり、本年３月に策定した子ども一貫教

育基本計画のジオパーク学習などを通じて、郷土愛の醸成を図ってまいります。 

３点目につきましては、交流人口の拡大のためジオパーク戦略プランでは、新幹線開業に向けて

優先する事業を絞り実施してまいります。 

また、戦略プラン以外に必要な事業につきましては、交流人口拡大プランの中で位置づけてまい

ります。 

４点目につきましては、地域の既存イベントとジオパークを関連づけていただくなど、連携をと

って進めてきております。 

５点目につきましては、新幹線開通に向けてガイド、２次交通など受け入れ体制の整備や、国内

におけるジオパークについても関係自治体と連携を深め、メンバーの拡大を図ってまいりました。 

今後、糸魚川駅周辺での総合案内機能をはじめ受け入れ体制のさらなる充実と、当市の魅力を高

める効果的な情報発信を行ってまいります。 

６点目と７点目につきましては、新幹線の発着に合わせたダイヤ編成により、乗りかえの利便性

を高め、通勤通学など利用者の声を反映した列車本数の確保と、ダイヤ編成をＪＲ西日本、新潟県

並行在来線株式会社に要望してまいりたいと考えております。 

また、国道８号東バイパス、中央大通り線、市道糸魚川駅南線及び糸魚川駅自由通路の供用開始

を予定しており、さらには列車と路線バスの接続を良好にするなど、２次交通のアクセス向上を図

る中で、糸魚川駅を拠点とした交通利便性の向上、ネットワークの形成、ジオパーク活用による交

流人口の拡大を図ってまいります。 

８点目につきましては、平成１３年と１４年に市民及び議会の意見をお聞きして策定した「北陸

新幹線糸魚川駅周辺整備構想と計画」をもとに、当面の金沢暫定開業に向けた北口駅前広場とパー

ク＆ライド駐車場の規模見直しを行うなど、駅周辺整備を進めております。 

また、地域振興につなげるため交流人口拡大プラン等への対応と、レンガ車庫切り取り部材やキ

ハ５２の活用などを取り入れ、新たに新幹線駅１階部分の利活用を図ることといたしたところであ

ります。 
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現在、鉄道・運輸機構の新幹線駅舎との設計と調整をしながら、自由通路と橋上駅舎の設計を進

めるとともに、新幹線駅１階部分の設計に向けた検討を進めております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

私はこの問題は、糸魚川のすべての課題、問題の大もとになる、つながってくることだろうとい

うふうに考えているわけです。 

糸魚川市の活性化を今図らなければ、新幹線も在来線も産業振興も、それから財源確保の問題が

あって、社会保障にもすべての面で影響を与えていくと。本当に大変重要な機会であるというふう

にとらえて、このジオパークと新幹線を核とした地域活性化を考えていく必要があるというふうに

考えているわけです。 

それでなければ、もう二度とこのような機会はやってこない。だから本気で、ここに取り組んで

いかなければいけないというふうに思っているんですが、ここについての認識は、どのようにされ

てますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

お答えいたします。 

議員のお話のとおり、やはりこの２年前にいただいた世界ジオパークの認定、並びに２年後に控

えている新幹線の開通、これらがやはり糸魚川の活性になくてはならないといいますか、非常に好

機であるというふうにはとらえております。 

そういう視点で、議員と同じ考えを共有しながら職務に当たっているつもりですし、やはり今ま

での観光から少し脱皮した形、新しい意味での糸魚川をしっかりつくっていくという意味では、非

常に大事な時期ではないかなというふうに思っておりますし、新幹線が来たから人がふえるのでは

なくて、ここに来ていただく必要性を、しっかりつくっていかなければいけないんじゃないかなと

いうふうに考えております。 

すみません、訂正させていただきます。 

今、新幹線の開通を２年後と言いましたが、３年半というふうに訂正させてください。すみませ

んです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

新幹線担当部局では、どのように考えていますか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

伊藤議員が質問の中でお話されましたように、これは新幹線とジオパーク、これが相まって、た

だただ新幹線だけではなくて、それにかかわる同じような段階で、ジオパークというものがあるわ

けですから、これが非常に大事なツールになると、そういうふうにとらえております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

この機会に、糸魚川市の活性化を図らなければならないという意識は共有できてるということを

認識して、次の質問にいきます。 

糸魚川まるごとジオパークだとか、市民まるごとだとかというような言い方の、また、そういっ

た姿勢の取り組みができるかどうかというのは、ジオパークによる地域振興の大きなかぎに、重要

な部分だと思っています。 

今まで観光がおくれていた糸魚川市にとって、よそから来た人たちが、見なれない人がまちの中

を歩いてることになれるだけでも、なかなかこれは大変なことだと。少なくとも皆さんは、まだ違

和感がある状態だと思いますね。直接観光客に接する方のおもてなしの心というのは、これはもち

ろんのことですが、一般市民が観光客に対して気軽に声をかけたり、それから歓迎の気持ちが伝え

ることができるというようなことが、できていかなければならない。そこにいくまでになすべきこ

とは何でしょう、何をやらなきゃいけないと、どう考えますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

やはり市民への啓発、宣伝といいますか、ジオパークをよく理解していただくということが大事

だと思います。今、議員がお話のとおり、やはり第三者、旅行者の方々との接点が非常に多いわけ

です。そういうときに、市民一人一人が声をかけられたときに、やはりある程度のご当地の糸魚川

をしっかり紹介しないと、やはりそこにリピートという部分が生じてきませんので、そういう意味

では非常に私どももシステムなり、行政が関与した形でいろんな団体との調整なり、事業展開をし

てまいりますけども、それとあわせた市民総体のやはりジオへの理解というのが、大きく必要では

ないかなというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

それで、そういう意識を共有するまでに市民が人ごとじゃなくて、行政依存型じゃない形を持ち
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込んでいかないと、それまでに何をするべきかということ。具体的に、何かやっぱり方策を講じて

いかなきゃいけないですね。それをどういうふうに今考えておられるか、お願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

本来、市民側から、こちらに対しての投げかけも非常に大事なことだと思います。ただ、それを

待っていては事業が展開できませんので、例えば昨年の例で言いますと、議員の皆さんも参加して

いただきましたジオパークマスター講座ということで１１回、延べ２１２社、３０４人の方が１年

間で参画していただいております。 

また、地域の研修会、学習会ということで、特にこれは学芸員の方や、それから担当職員が出て

おりますけども、延べ１年間で１０２回、４,２１７名の方が勉強なり、ジオに対する講義、研修

を受けております。 

また、これは現在まで延べ数でありますけど、市内を中心に糸魚川ジオパークの文字とかロゴ、

「ぬーな」とか「ジオまる」とかというのを活用した使用の承認制度を行っておりますけども、現

在までに９７件の社ないしは団体の方が、これは業者の工事看板も含みます、そういうジオパーク

への理解を、一定程度深めてこられたのではないかなというふうに思っておりますし、また今後も

継続してまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

今活動を活発にしてきていることも知っていますし、今お話を伺った内容も今までも聞いてきて

います。ただ、このペースで同じことをずっと繰り返していくだけで、本当に糸魚川まるごととい

うような状況を生むことができるかどうかですね。そこをそのように評価されて、今後も続けてい

くということであれば、その内容に対してまた検証しながら、改善をしていくというようなことも

必要だと思いますけど、どうもそれだけではちょっと難しいんではないかと、新しい手を打つ必要

があるんじゃないかと思うんですけど、そういうふうには考えてないですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

実は仕事を展開する立場からは、非常に後ろ向きな話はなかなか言えませんので、それだけは申

しわけありませんです。 

やはり私たちは市民に理解を深めて市民力といいますか、ジオパークで人を迎えるということを

積極的に展開してもらいたい立場で、いろんな活動、事業を実施しております。そういう中では、

やはり地域的に見ても空白地帯はあります。それから関心のない方もいらっしゃいます。ただ、こ

れは十人それぞれだと思いますので、やはりそこをできるだけ理解していただいて、お迎えするお
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客様をしっかり、次また秋に来ますとか、そういう形でつなげていかれるような、もっていき方と

いうのは大事ではないかな。 

特に接客業に当たる宿泊施設、それから旅行業者、観光業者、そういう方々にもう少し粘り強く

話をして、しっかりお客さんを迎える気持ちを醸成していただくというか、そういう部分が少し足

りないのではないかなというふうに思っておりますので、今やっている活動が、すべてというふう

には考えておりません。やはり１年１年研修しながら、次のステップに踏み込んでいきたいという

ふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

やっぱり市民全体が、また大部分の市民が意識を共有するようになるためには、だれかが牽引役

にならなきゃならない。でも、やっぱりこれは市のほうで頑張ってもらうと。その中で民間の意識

が向上し、民間活力がどんどん生きてくるという形がいいんだろうと思いますけど、その今途中で、

いろいろ頑張っている過程を今お話をされたということだと思うんですけど、行政の担当部署の役

割だけでは、到底なし得ないんじゃないかなというふうに思うんですね。場合によっては新しい枠

組み、そういうものに取り組んでいく人の新しい枠組みをつくっていくということも考えていかな

ければいけない。 

さっき課長が言われたことから推すと、逆に一生懸命やっているうちに、そういう枠組みができ

ていくかもしれませんね。例えば市の退職者で、そういう部分について精通している方に、今度は

専門的に整備のほうにかかわってもらうと。どの立場というのは、また難しいですね。商工会議所

も取り組んで、また、市の関係でやるのかいろいろありますけど、いろいろ道を探っていってもら

いたいなというふうに思うわけですね。 

それをどういうところで検討していくか。より活性化させていくために、例えば今、交流観光課

だけで考えていくのか、それとももっと民間を取り込んだとこでいくのか、または庁内の各課連携

の中でいくのか。今後、発展的に取り組んでいくための枠組みというのは、交流観光課だけではな

いものというのは何かありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

議員ご指摘のように、これは一時的には力を注いでいかなくちゃいけないわけでございまして、

１担当課だけでは非常に大変だと思っております。１つの事柄だけでも市民全体、また市外にもア

ピールするというのは非常に大変なことであるわけでございまして、それを考えますとやはり今ご

指摘いただいたとおり、職員が一丸となって取り組まなくちゃいけないんだろうと思うわけでござ

いまして、その辺の枠組みを、また市民と一体となって進めていく方向で、今いろいろ検討しとる

わけでありますが、しかし職員すべてが、ジオパークの発信活動をできるわけじゃございませんの
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で、業務の中で取り組まさせていただいておりますし、また、いろんな立場の方々にもお願いさせ

ていただいております。それは職員組合との話す機会などについても、組合活動の中で取り組んで

いただけんかというような話もさせていただいとるわけであります。 

そのように切り口はいろいろあろうかと思うわけでございまして、その辺を今進めさせていただ

きたいと思っておりますし、やはり今ご指摘いただいたように、チャンスは今しかないんだという

感覚の中で取り組んでもらえるよう進めていきたいと思いますし、市民の方々にもそのように、い

ろんな業種の方々にも取り組んでいただいているのも、その辺の流れであるわけでありますし、ま

た、取り組んでおる事業すべて、じゃあそれでいいのかというと、やはりそれでいい取り組み方も

あろうかと思うわけでありますし、また、新たなまだまだ展開もしなくちゃいけないこともあろう

かと思うわけであります。 

その辺を市の交流観光課ジオパーク推進室のみならず、今言ったように市全体、また協議会があ

るわけでございますので、協議会の皆様方ともやっぱりその辺の話を進めなくちゃいけないと思っ

てるわけでありますが、しかしスピード感も大事なわけでございまして、時には飛び越したことも

行ってるわけでありますが、それは許される範囲の中で進めていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

ある意味、この糸魚川まるごとという感覚が、本当にジオパークが成功するかどうかの大きなか

ぎになるんじゃないかなと思うんですね。ここがそれでまた一番難しい、なかなかそういう感覚に

なっていかない。どうしても行政依存型というところ、ここを何とかできたらジオパークはどんど

ん盛り上がっていくんじゃないかと思うんですけど、これは大きな課題だと思いますので、またい

ろいろな角度から考えて、取り組んでいっていただきたいというふうに思います。 

ジオパークを郷土愛の醸成につなげていくということですが、子ども一貫教育方針計画でもジオ

学を大きな要素に取り上げていますね。学校で習ったことの影響は、非常に子どもに対して大きい

影響を与えますので、しっかり根づいていってくれることを願っているわけですが、ジオ学という

考え方の定着というのは、学校現場ではどうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 

お答えいたします。 

学校では主にジオパーク学習という形で、具体的なその地域、地域のジオパークに触れながら学

習をしているという形でございます。 

ただ、ジオパークの学習とジオ学というのは、ちょっと範囲が随分違う形と考えております。先

生方は一応ジオ学ということについて、一貫教育方針のときに十分説明をしてきておりますが、た

だ、子どもたちに出していったときにジオ学ということが、発達の年齢によってどの程度理解され

ていくかということも考えて、あるときはジオパークを通じての学習とか、ジオ、大地と、それか
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らそこで育つ動植物も含めた一体となったものとしての学習というふうに考えられる、発達年齢ご

とに指導をしているということでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

ちょっと言い方が、ちょっとジオ学というふうにこだわった言い方をしちゃったんですけど、そ

うじゃなくてジオパーク学習でいいんですけど、その子どもが学校で習ってくる。そうすると、あ

あ、糸魚川ってジオパークなんだと、ジオパークってすばらしいんだと思っていても、家へ帰って

いくと親にジオパークの話をしてもピンとこない、なんだという話になる。そういう可能性は非常

に大きいですよね。 

最初の質問とリンクしますが、要するに市民まるごと、その家庭を巻き込んだというところが、

この郷土愛の醸成にも非常に大きな課題となってくるというふうに思います。 

ですから今度は、さっきの市民というような言い方をした中の市民まるごとという考え方に、今

度は子どもを巻き込んだ考え方をしていくと、ちょっとまた違う観点で見ていけるんではないかな

と思うんですけど、この辺に対しては何か考えておられますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

ジオパークのアンケートをとった、そのデータを見させてもらったことがあります。そのときに

一般の市民の方々の中においては、成人の皆さん方におきましては７割が理解したという状況で、

３割が、まだジオパークってわからんというような結果が出ております。子どもたちの中学生のア

ンケートを見ても、同じ数字だったわけでございまして、私これではだめだという感覚を受けまし

た。 

と申しますのは、やはり今言ったように学校でジオパーク学習をしておるわけでございまして、

一般の方々よりは子どもたちのほうが理解してるのかなと思ったところ、そうでなかったという数

字が出てきておるわけでございまして、その辺をどのように考えていけばいいのか。これはやはり

教育の中においてもジオパーク学習というのを、もうちょっとしっかり考えていただかなくてはい

けない。 

それはただ単に、学校教育の中で取り組め、取り組めではいけないんだろうということで、特に、

また私はジオパークというところを先生方にご理解いただくことが、さきだろうと思っているわけ

でございまして、その辺をやはり先生方に広く知っていただく、また深く知っていただくことをこ

れからしていかなくちゃいけないんだろうと。先生方が理解してもらえれば、子どもたちもスムー

ズに入っていけるんだろうと私は考えておるわけでございまして、そういったところが、まだ足り

ないところだろうと思っております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

私は今教育現場のことよりも、教育の現場で子どもたちがジオパークについて学習してきたもの

を、親とどう連携をつけて根づかせていくかというふうな方向で聞いております。ちょっと総文の

ほうは聞きにくいもんですから、そういうふうにさせてもらっているんですが。 

実際にジオパークを郷土愛に結びつけていくためには、生活のあらゆる場面でのジオパークとの

ふれあいということを想定して、ぶつ切りではない方策が必要だと思うんです。ですから今の子ど

もたちと親とのふれあいというのも、非常にそこに着眼した啓蒙といいますか、共通意識の醸成み

たいなものをしていくべきだなと思うんです。だから子どもから逆に親に入っていくと、行政から

直接親にということじゃなくて、子どもから親に入っていく部分も何か考えたほうがいいんじゃな

いかと思いますが、どうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

議員ご指摘のとおり、これはどちらから入ってもいいわけでございますが、より浸透するには、

やはり子どもたちの部分もあろうかと思うわけでございますし、そのようなことで私はジオパーク

学習も取り込んでいただきたいという形でお願いしとる部分でありますし、また、今、議員ご指摘

のように親に向かったときに、親もそれぐらいのやはり興味なり、そうした知識を持つことによっ

て、より一体感を持って入っていけるんだろうと思うわけでございます。 

そういった意味では、特に最近、自然災害が多く出てるわけでありますし、今回の東日本大震災

もそうでございますし、また、我々の一番身近に起きそうな１つの自然災害は、やはり新潟焼山の

噴火というものも大きくあるわけでございますので、そういった想定できるものを１つのジオパー

クの中において地球のメカニズムということで、特にジオパークの中でも発信できるわけでござい

ますので、そういった１つの我々の身近における事柄を示していくことが、興味を持っていただけ

ることだろうと思うわけでございまして、今回のこの自然災害を大きく我々は生かしながら教訓と

して、そしてまた防災にもつなげられることでございますので、そういったところの切り口から入

っていくことも、一般の皆様方が関心を持っていただけることだろうと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

それではプランのほうにいきます。 

３月にジオパーク戦略プランができ上がるはずだったわけですが、ちょっと内容的に不十分とい

いますか、満足できないものがあって、もう少し納期を延長したわけですが、現在の進行状況とい
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

この６月に観光協会等の観光業の皆さんとの打ち合わせが終わりました。今度は議員の皆さんに

もう一度見ていただくような段取りで今まとめておりますので、最終的には９月をめどにしており

ますけど、もう１カ月ぐらいでしっかりまとめた形で、皆さんとまた意見交換をさせていただきた

い。そういう形で、今、市民の皆さんと大体お話を、意見交換が終了しつつあるというふうに思っ

ております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

余談ですが、こども課と打ち合わせの席でも話したんですけども、こども課にも幾つかの計画が

あるんですね、いろんな計画が重複していると。この交流人口拡大プランとジオパーク戦略プラン

も重なり合っていくわけですから、その両プランがしっかり比較されながら整合性をとられていか

ないと、片一方だけ見てたんではわからないというようなことであって、多分、両プランが成り立

っていく形でつくられたとしても、実際に仕事をする人は、その両プランをちゃんと比較しながら

見て、理解していけるようなつくり込みが必要なんじゃないかと思う、実行する段階では。別々に

見てたんではわからないですよね、あっち見たり、こっち見たりしていては。何かそういうことが、

実際に担当していく部署では必要なんじゃないですかね、理解するためにはと思うんですが、どう

ですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

現実的に今の戦略プランが出てきますと、２つプランということで並ぶわけですけれども、私ど

もは今、これからお話するような形で整理しております。 

交流人口拡大プランについては約２年ほど前につくられたもので、職員が、ほぼいろんな意見の

委員さん等と話をしながらまとめたものでありますけども、これは総体的に糸魚川市全体を見定め

る形で制定しました。１つは、人づくり、それからもう１つは、まちづくり。そしてツーリズムに

関連しまして、やはりツーリズムの進展と、それに関係する業としてでの活性、それからもう１つ

は、やはり情報の発信と交流という、糸魚川市のこれからの総体、いわゆるジオパークを契機とし

た総体をどういうふうに展開していくかということを、ポイント的にまとめてあります。その中で

は、未来５年間のやはり交流人口を、こういうふうに拡大していきたいんだということを約５０万

人を目標に設定してあります。 

今回まとまってくるジオパークの戦略プランについては、ジオパークを活用した各サイトの利用
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の仕方、並びに特に戦略的に、こうしたら人のにぎわいが生まれるよという部分を、ジオパークに

特化した形で提案をいただくような形になっております。 

そういう観点から、やはり全体を見渡した既存の観光とのセットしたものの交流人口拡大プラン、

それからジオパーク単体としてでの切り口で攻めた、即、実践的な戦略プランというふうな形で私

どもは考えておりますので、やはりそれは広く多面的な糸魚川市を見渡す中で、今突きつけられて

いるジオパークを活用した活動、あるいは事業ということで戦略プランをしっかり踏まえて、生か

していきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

今説明されたようなことはわかっているんですよ。全く同じプランを２つつくったとは当然思っ

てないし、その重なり合っていく部分というところで、例えば我々であっても、市民であっても両

プランを見たときに、しっかりそこが理解できていくような何か手だてが必要じゃないかというこ

とですね。 

いろんなこと、例えば法律文もそうですね。何々法があって、規則があって、条例があってとい

って、そうすると、あっち見たり、こっち見たりしないと理解できないと。それはなかなか専門家

でないと、理解できないようなことになって、結局、その手引き書みたいなんが出てくると、それ

をまとめてきちっとわかりやすく書いてあるということです。 

だから、この交流人口拡大に関して、この中でジオパーク戦略プランの中ではこういうふうにな

って、こういう具体的なことをいってますというような関連づけたものをつくって、理解促進して

いく必要があるんじゃないかということを私は話たんです。どう思いますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

先ほどお話のとおり、もう既に交流人口拡大プランの数値目標も、一昨年の冷夏の影響とか、そ

れから地震の影響で、既に目標数値が少しずれております。当然、現実に合わせて修正が必要にな

ってきます。 

そういう意味では、今回戦略プランの中でも概要版も１つ、つくるような形で一応考えておりま

す。両方のプランをしっかり整合を持ちながらやはり位置づけて、概要版的なものも変更を加えて、

つくっていく必要があるのではないかというふうに今事務局でも考えておりますので、そのような

方向で少し検討させていただきたいというふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

正式な製本されたようなもので、そういうものをつくってほしいということを言ってるんじゃな
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いですよ。例えば実際に当たる人たちには配られる程度の、例えばホームページを見ればそれを引

っ張りだしてくれるとか、そういう必要とする人が、必要に応じて使えるようなもので、例えば交

流人口拡大プランの利用の手引き書だとかというようなことの中で、そういう絡めたものだという

ことがわかるものでつくっていってもらえば、多分せっかくつくったプランですから、いい形で生

きていくんじゃないかなと思うんですね。 

おおよそ重複したプランは、食い違いがあっても気がつかないでやってます。大概の人は片っ端

から見てないから。そういうことが起きないように、また両計画を今後は、計画というのは見直し

ていってこそ計画ですから、だからやはり見直しできるような形で進めてもらいたいと思います。 

それから各地域との連携ですが、市民まるごとというか、さっきからそういう言い方をしてます

が、ジオサイトと関連の深い各地域で連携を図っていくということは、まず最初にやっていかなけ

ればいけない。ところが２４サイトそれぞれの状況、事情があって、一遍に取り組むことはできな

いんですが、とりあえずジオパークを活性化していくためのルート設定など等を含めて、順番を定

めて対応していかなければいけないということなんですが、この地元との連携のぐあいというのは、

大まかでいいですから、どんなような感じで今進んでますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

各地域の事業展開に差があることは事実です。今うまくいっている１つの例としては、やっぱり

小滝の地域、高浪の池、並びにヒスイ峡を含めまして、非常にお客様がだんだん多くなっていく中

で、やはり自分たちでお客様をお迎えしなきゃいけないという姿勢に非常に変化しておりますし、

正直、高齢なんですけども、その皆さんが非常に地域を引っ張って、元気づくりが非常に盛んであ

ります。やはり組織ないしは私は見ていても、リーダーなり、そこでしっかり働く人たちが誘引し

ている１つの材料、現場もあるかなというふうに思いますし、やはり仲間づくりに、地域はやっぱ

りそこに終結してくると思いますので、非常に大事な部分ではないかなというふうに思います。 

やはり地域の活力、市民のエネルギーがあって初めてその地域が、やはり行政も含めて支援なり、

連携ができるんではないかなというふうに思いますので、私どもはやはりそれに期待をしたいし、

ある意味では一生懸命そこに輪を広げながら手を差し伸べるというか、非常に連携を深めたい、そ

ういうつもりで各サイトの皆さんに、特に集落の皆さんにお願いしている、そういう状況でありま

す。 

またジオの場合は、非常に多様的だというふうにお話をしてきました。ある意味では地質、鉱物

を含めて、今のジオサイト１つ１つ、２４全部ありますけども、そのほかにもやはり食なり自然景

観という部分も大いに含まれてきます。そういう食の中では今現在、うまいもん会ということで、

糸魚川ブラック焼きそばということで非常に注目を集めた活動になっております。やはりこのよう

なものも、１つのジオパークの活動に誘発されて、関連として出てきた１つの事業だと。これも自

助努力によって動き始めておりますので、こういういい例をやっぱり前例にして、市内の力をつけ

ていくべきだろうなというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

その地元でのガイド養成とか、先ほど申しました郷土愛の醸成に絡めて、少年ガイドなんていう

ことがあれば、本当に少年に案内をしてもらえば観光客は喜びますよね。少年ガイドの養成なんて

いうものは取り組んでますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

正直、少年ガイドについては、まだそこまで手がいっておりません。ただ、ガイドの養成は必要

が非常にあるだろうなということで、同一歩調をとらせてもらって、今、一生懸命連携しておりま

す。 

なお、報告でありますけども、先般１０日の日に、今まで糸魚川市にはボランティアガイドとい

うのと、観光ガイドというのと、ジオパークガイドという３つがありました。それを皆さん、何と

かしなきゃいけないということで、糸魚川ジオパーク観光ガイドの会ということで、１本にしてい

ただきました。現在３６名の方が、そこで活躍いただいております。やはり市内の拠点施設、並び

に各ジオサイト、それぞれの受け持つ範囲はありますけども、やはりこのような方にご協力をいた

だきながら、ジオパーク検定のそういう機会もあわせまして子どもたち、並びに広くお客様を誘引

していくという部分では、ガイドが重要ではないかなというふうに思われますし、やっぱり体験型

としては、今やはりそれが注目されているというふうに思いますので、機会があれば、そのような

形を推進してまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

地元に根づいたガイド養成、そして少年ガイド、ぜひとも進めていってもらいたいと思います。 

地元の産業に結びつけていくためには、民間活力によって工夫、実践されていくということが、

重要であるということは言うまでもありません。しかし、それは市民に全体像が見えなければ、工

夫のしてみようがない。ジオパークで何かしたいけど、どんなんになるかわからんから何も考えら

れん、だれか教えてくれんかなというようなこと。 

ジオパークに関するグランドデザインといいますかね、グランドデザインという言い方を私もよ

く使ってますけども、要するに、わかりやすい形で、ジオパークでの糸魚川の将来像みたいなのが

わかってくる。それに関連づけて、自分たちの地域がどんなふうになる可能性があると。そこに自

分はどういう絡み方をしていけるのかなというようなことが、この戦略プランができ上がったとこ

ろで、示されていく必要があるんではないかなと思うんですね。各地域、地域の人たちにわかるよ

うな形、それから市全体のものがわかるような形というもので、ジオパーク戦略プランの中で、そ

こまで含まれているかどうかわかりませんが、それが出てきた段階ではその次、入っていればいい
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市民理解は進まないと思うんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

今の戦略プラン、並びに交流人口拡大プランの中では、まちづくりの部分では観光協会との連携

だとか、それから関連業種の事業展開だとか、その域までで今とどめてあります。 

そういう意味ではグランドデザインと言われました。やっぱりまちづくり、本来の都市計画、な

いしはまちづくりという部分までは、かなり範囲が広くなりますので、私どもで今考えている交流

人口拡大プラン、並びにジオパークの戦略プランでは、そこまで要求はしてないといいますか、そ

こまでまとめというふうには今の資料提供はしておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

そこまで要求してなかったら、その後、示す必要があるんじゃないかということを、私は先ほど

言った。それをどう思うかという話でしたんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

大きな意味でのまちづくりに関しては、非常に庁内を含めて関連各課がたくさんあります。また、

市民の皆さんとも連携を図る場面がありますので、また関係各課で調整を保ったり、そういうこと

で話を進めていきたいというふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田鹿総務部長。 〔総務部長 田鹿茂樹君登壇〕 

○総務部長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

今、滝川課長が申し上げた部分もございますが、ジオパーク戦略プランではそこまで、まちづく

り全体の将来像を描いてもらうような要求はしていないということでございます。 

これは当然、ジオパーク戦略プランができた段階で、今、総合計画の後期基本計画の付録版とい

うと大変失礼ですが、地域づくりビジョン、さらには地域づくりプラン、このプランについては、

今後、地域の皆さんが、どのようにこの地域を活性化していくのかという部分で地域の皆さんとキ

ャッチボールをしながら、地域の皆さんが主体でつくるというプランの考えも持っております。 

これにどうジオパーク戦略プランを生かして市の全体将来像を描くのか、今後の課題とは思って

おりますが、このジオパーク戦略プランができた段階で、またそれらを取り入れながら、地域の皆
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さんとキャッチボールをしてまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

それでは新幹線開通のほうの関連にいきます。 

新幹線に関しては、停車本数の問題が重要な要素となってきますが、いたずらに本数増を求める

だけでは、利用者がいなければすぐ減らされてしまうと。逆に、最初は少なくても利用者が多けれ

ば停車本数もふえるということも言えると思うんですが、長い目で見れば利用者の増加こそが、新

幹線開通で最も重要な要素だと言えます。利用者増加対策について、何か考えはありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

やはり今まで以上のお客様をふやすということですから、今ほど話してきたジオパークを活用し

た形で、糸魚川に目的を持って降りていただくということが重要になると思います。やはりジオパ

ークによる交流人口の拡大、これがかなめになるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

先ほど答弁の中でありましたが、新幹線が開通してからではないとやっぱり答弁してもらいまし

たね。本当にそうだと思います。ジオパークによる活性化、そして新幹線開通を契機とした活性化、

交流人口の拡大と、それから乗降客の増加、新幹線の利便性の向上というのが、ぐるぐる、ぐるぐ

る回っていくようなことになって、どっちが先とも言えない。だけど利用者をふやさなきゃ、利便

性は絶対向上しないですね。 

アーケードを新しくする、電線の地中化というような話もありますけど、これについてもやはり

先ほどジオパークに関してのグランドデザインと言いましたけど、駅周辺がこんなふうになって、

新幹線が開通したら全体像としてこういう形になりますよというグランドデザインという話も再三

しているわけですけど、こういうものも必要になってくるだろうというふうに思っております。 

東京に向かって行けば糸魚川以西、富山県側の人たちも今度は糸魚川駅のお客さんになりますね。

単にジオパーク関連だけではなくて、やはりここから西側の人たちが東京に向けて行くときに、糸

魚川まで来て乗ってもらえるような形をとっていかなければいけない。また、せっかくそうやって

来た人たちが糸魚川駅周辺、または糸魚川のジオパーク関連で過ごしてもらえる時間を取れるとい

うようなことが、全員が全員というわけにいかんでしょうけど、そういう可能性を含んでいると思

うんですが、この富山県側もお客さんになるということに対して、何かそこに対する方策みたいな

ものがありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

この間も並行在来線株式会社がいろいろ調査をしておりまして、どうしてもやっぱり富山県境の

乗客が非常に少ないというのが、これは普通列車ですけどもあります。 

そういう中で富山側には、今、黒部と、それから富山、高岡もありますけども、富山市より要す

るに東寄り、糸魚川から言えば西ですけれども、富山から東の方の要するに新幹線の駅のない例え

ば魚津、泊の人たちが糸魚川へ来て新幹線に乗っていただければ、より今の利用者よりももう少し

広い範囲、これは当然、新幹線駅をつくるときにはそういう圏域までは入っておりますし、そのほ

かに、当然、大糸線圏域もその１つかと思います。 

ただ、その辺の今ダイヤの調整なりは、優等列車なり、それから並行在来線がどこまで乗り入れ

して、どういうふうな形で富山側の利便性を糸魚川で求めるかというのが、今後の富山県側のまた

会社との協議になるのかなと思っております。そういうことを含めて、今、富山県なり黒部市、魚

津市の皆さんとも情報交換等を始めているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

その辺はまた駅周辺整備と絡んできますので、後でちょっと戻るかもしれませんが、また、大糸

線に関しては利用者をふやすことをやっぱりやっていかなきゃいけない。大糸線・北陸線を守る会

の方々などとも連携をしながら、利用促進を図っていかなければいけないということで、その利用

者がふえなければいけないんだということに対して、やはり沿線住民が特に重要になってくるんで

すけど、そこに住民の方々との意識の共有というのは、どのように図られているんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

沿線の方々、特に大糸線を守る会の方々もいろんな活動をする中で、市に来て要望というのも出

されております。ただ、一番のやっぱり解決というのは、乗っていただくというのが本来あるべき

なんですけど、この辺についてはなかなか少子高齢化とか、それから人口減少の中で、さあ、乗っ

てくださいと言っても、なかなかじり押しで減ってきてるというのが事実です。 

ただ、そういう中ではやっぱり沿線利用者の方々には、ある程度意識づけをしてもらって、仮に

月に１度なり、週に１度というのはちょっとわかりませんが、例えば意識して車に乗らない日をつ

くってもらうとか。例えば、じゃあそうするにはどうするかというのは、また市として考えていか

んならんと思いますし、そのほかにはやっぱりある程度新しい企画の中で、定期的な利用者をふや

す。 

それに今はやっぱり当然ジオというのが、特に大糸線沿線沿いといいますか、姫川沿いには多い

わけですから、その辺も含めたり。また当然、長野県側、白馬、要するに安曇野のほうまでを含め
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た中で、いろんな新しいものを考えていければなと。ただ、なかなかこれは口で言っても事実とし

て、大糸線はもう十数年前から激減してるというのも事実ですので、これは市も知恵を出して、そ

れから沿線の方々にも意識してもらってのところから、始めていかなければならないのかなと思っ

ております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

我々も大糸線を利用しなくちゃなという意識があるわけですけど、用事がないのに電車だけ乗り

にいくというのは、なかなかできないことでして、大糸線はなくしてもらっては困る、だけど乗ら

ない、利用しないというのでは、これはやはり当然、存続は図れませんよね。 

やっぱり存続していくためには、どういうことをしなきゃいけないのかなということの意識を住

民の方に持っていただくために、どうするかというとこがやっぱり大事で、ただ乗ってください、

乗らなきゃだめですよだけの話じゃなくて、やはりそれを地域の住民運動的なものにつなげていく

ために、やっぱりだれかが火つけ役にならなきゃいけないというようなところがあるんだと思うん

ですよ。 

それが地元の人で、そういうカリスマ的な人がいてやってくれればいいんですが、やっぱり何か

こういうことは、ばかになる人がいないとなかなか進まないというのが、どこへいっても言われる

ことであり、地域振興と考えればそういうことだと思うんですね。 

観光面での利用というのはプラスアルファ要素ですけど、やはり地元利用が一番大切であり、ベ

ースになる。そのためには、生活に密着した鉄道になっていかなければいけない。利便性の向上で

すよね。利用者が多ければ利便性が向上されるのか、利便性が向上されれば利用者が多いのか、こ

れは難しい問題ですよね。並行在来線のほうも同じだと思うんですよ。 

そこで、どういう協議をＪＲとしていくか。また今、並行在来線も含めた話にしていきますが、

並行在来線の会社とどう協議していくのか。やっぱり同じ思想の中で論じていかないと、改善策は

ないんじゃないかと思うんです。大糸線はＪＲだから別、並行在来線は並行在来線、当然、協議す

る相手が違いますけど、考え方としては同じようなことの中でひっくるめて協議していって、そこ

の連携も深めて、利用しやすくしていくというようなことがなければならないというふうに思うん

ですけど、どうでしょうかね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

本当に私も沿線に住んでおるわけでございまして、月に１度ノーカーデーがあるわけでございま

して、そのときには私も乗っておるんですが、なかなかこの現代社会の中において、車の利便性と

いうのは非常に高いものがあるわけでございまして、今の状況を考えますと私も一概に車での利用

をやめて、すべて列車にしてくださいという話は、なかなか理解してもらえない部分だろうと思っ
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本当に雪で１４８号がとまったときでも車通勤の人たちは、今回は１４８がとまってだめだわと

言うだけで終わるわけですが、そのときには大糸線は動いておるんですよね。私はそれでもって役

所へ出てきた経験があるんですが、えっ、大糸線があったんだというぐらいの、そのときもまだ感

じなくて後でわかったというような、本当に悲しい出来事だったと思っとるわけであります。 

そのようなことの中で、どのように利用者をふやしていくかというのは、本当に大きな問題であ

るわけでありますし、私といたしましては今言ったように観光部門が、ジオパークや自然景観がい

いもんですから、そういったとこでふやしていきたいというとこでおるわけでありますが、地元の

住民の人たちに使っていただきたい中で、今、各駅の駐車場も少しきちっとしたほうがいいんじゃ

ないかというとこで取り組みもさせていただいて、ＪＲの了解も得たところであります。 

そのようなことで、確かに議員ご指摘のように地元の代表者の皆様とは話をしとるんですが、地

域へ出向いて行った中では、まだしてないのが実情であるわけでございますので、地域振興係のほ

うから、またそういった情報発信を地元にしていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

よろしくお願いします。 

並行在来線の利用者拡大、経営改善というのが大きな問題になっています。今、それも絡めた話

をしてるんですが、並行在来線に今度は絞っていきますが、結局、利便性の向上ということで、運

行本数だとか、新駅の設置というのが大きな課題だと思います。何回もここでもいろんな人が言っ

ていますが、その辺、並行在来線会社とどういう交渉をして、今見通しはどんなふうになっていま

すか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

並行在来線の関係につきましては、現在、乗車人員、あるいは乗車時間等の調査をいたしており

ます。それらの中で、どういう運行本数が一番いいのか、あるいは、市民の利便性がいいのかとい

うことを調査しとるところでありまして、これらをまとめる中で絞っていくことになると思ってお

ります。市としましては、やはり市民の利便性が下がれば困るわけですので、そのことを重点に話

をしているところでありまして、今後、具体的な話に、近くはなってくるんだろうと思っておりま

す。 

それと今、議員が言われますように、いろんな方から乗っていただくということになるんだと思

っております。一番は高齢者の病院に通うのと、通勤通学の方が圧倒的に多いわけですので、それ

以外の方で今のジオパーク、あるいは観光等、あるいはいろんな買い物で、いろんな方が行きやす

いように、また乗りやすいように、いろんな角度から取り組まなきゃならんと思っております。そ

のためには、やっぱり駐車場の問題等も当然その１つなんだろうと思っています。いろんな面から、
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今後考えていきたいと思っております。 

それから新駅の話もちょっと出ましたが、嶋津社長が来られて対話集会をやった中でも、新駅の

話が出ておりました。今、会社が即つくるという段階じゃありませんので、その地域で必要とする

ものは、その自治体が方向づけをし、進めてもらいたいというような、今の段階では、そのような

意向でありますので、すぐということにはならないと思っています。市民の合意のもとで、今後詰

めていく形になるんだろうと思っております。そういうことでつくれば、逆にまた利用者がふえる

ということにつながるようであれば、そこら辺というのは市全体の中で、また検討していかなきゃ

ならんというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

新幹線開通を契機とした見直しのほうに入ります。 

開通を契機として市内の交通網を見直し、整備するという必要がある。ソフト・ハード両面なん

ですけど、ソフト面が特に取り組みやすいと思うんですけど、今回取り組んでもらった通学支援の

バス利用補助なんていうのは、すばらしい制度だと思いますが、このほかに今考えているソフト面

での、何をやるという確定的な話じゃなくていいんですけど、こういうことについて検討して、今

後の利便性を高めていきたいというようなことの考え方があったらお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

これは今まで話したこととまた重複するかもしれませんが、基本的には新幹線のまず発着があり

まして、必ずしもそれだけではありませんが、それに合わせて大糸線なり、今、北陸本線のダイヤ

を。今までは、これはＪＲが経営すると、富山から直江津というような中での運行になりますが、

例えばもう少しコンパクトになる中で、もう少しダイヤが密になるとか、そういうある程度の逆に

自由度も出てくるのかなというのもありますし、そういうものを合わせた中で、今度は電車に合わ

せて次は例えば２次交通のバスを、それに合わせた発着にするとか、また、あるいはタクシーとい

うのは、学生はちょっと難しいでしょうけど、それに合わせた回り方。路線バス、観光バス、すべ

て糸魚川の駅を拠点とした中で、ダイヤを組んでいくというようなことを今のところ考えられると

いうふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

道路網ということになると、今の計画の範囲の中での話になると思うんですけど、実際に計画を

変えて、こういう道路をつくれという話をするつもりはないんで、そこを前提にして聞いてもらい

たいんですが。 
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今の駅周辺の道路網について、本当にいい道路網になっているかどうか、そこの課題というのは

何かあるんじゃないかということですね。あるとしたら、じゃあ道路はつくれんけど、こんな方法

で補っていけるというようなことを考えていかなきゃならない。できるかどうかは別にしても、本

当にいい道路網だと思っていますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

糸魚川の地の利といいますか、要するに北陸本線で分断されている性格上どうしても。東西には、

ある程度、今、国道もありますし、県道もありますし、今後、中央大通りが結ばれるということで、

東西に対する利便性というのは、これは完成した暁には、かなりのものになると思いますけど、ど

うしてもやっぱり南北というのが。 

今、歩行者は自由通路で、これが一番課題であった駅の分断は、歩行者としては解消できますけ

ど、車としては、今、奴奈川線と、それから国道１４８号、立体で蓮台寺線という。これはかねて

からの古い歴史の中では、蓮台寺線も何とかもう少し広げてというのもありましたが、今はできる

範囲の中で南と北、前後を広げて、最後にこれはボックスが。これは今後、またＪＲから並行在来

線になったときに、もう少しコンパクトな工事ができてというのも、また将来考えていかんならん

と思いますので、ネックとすれば、やっぱり南北の車の行き来が弱いというのは感じております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 

これは交通網の課題として挙げとく話ですけど、今、東西はと言いましたけど、東西も例えば県

道はストレートにすぱんと通ってないですよね。やっぱりかぎ手になって行きます。国道は一番海

辺でさっと行きますけど、その駅に一番近い通りもやはりストレートに通っていかない、かなり難

があるんですよ、東西ではあっても今現状は。南側を見たときには中央大通り線がすぱっと通って

ますけど、あとは小さい通りしかないですね。 

そういうふうに駅を取り巻く交通網というか、都市計画は決してうまくいってないですね、糸魚

川は。その中で、じゃあ今ソフト面の例えばバスの運行経路とかいろんなもので、利便性を高めて

いかなければいけないということを考えていくべきだというふうに思うんです。 

道路をつくるというのは大きな事業になりますから、次の段階のもし都市計画があれば、当然課

題としてやっていかなきゃいけないことですが、その辺は考えてください。 

ただ１つだけ、南北は自由通路で結ばれますが、やはりこれは歩行者の動線であって、車の動線

じゃないんですね。今、課長が言われたとおり、やっぱりそこに難がある。そういう状況の中で、

駅周辺を一体と考えたときに、どうやって人の流れをうまく確保していくかということに対して、

やはり相当な工夫が要るということだと思うんで、これは今ここで答弁求めて、答えを求めること

じゃなくて、課題としてしっかり認識していっていただきたいということであります。 

そして最後ですが、駅周辺開発、振興について、その後の検討状況はいかがかという質問をした
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のは、私も何度か一般質問でこの話をしました。去年、東洋大学の石井教授のところに勉強に行っ

て、佐久平を見て、そして新上越駅を勉強してきたという。そこから２度ほど絡めて質問させても

らっているんですが、やはり新幹線駅周辺整備計画、１３年、１４年に整備された構想と計画だと

いうことですが、これをバイブルとして進めてきたわけです。これをほごにして、やり直せという

ことを言うつもりはないんですね。不足なとこは何らかの形で補っていかなければいけない。 

ですからこの後、やっぱり計画が策定された後に、いろいろとほかの事例が出てきて、計画の不

足なところも本当はみんなわかっているはずなんです、課長さんたちも。個別に話せばわかると言

うんですが、ここでは言いませんけどね。だけど、そこをしっかりと洗い出ししておいて、そして

どういう方法で補うかという、その洗い直しの作業というのは、どうしてもやらなきゃいけないと

思うんですよ。 

計画の内容を変える、構図を変える、図面を変えるんじゃなくて、足らないところを、どういう

ふうにして補っていくかというところの洗い直しをやってほしいということで、去年の１２月にも

質問したら、その当時の織田総務部長は、全国的にも中心市街地の商店街につきましては、やはり

特効薬や即効薬はないと。そういった点を踏まえて、糸魚川市全体として何ができるかということ

を検討していきたいということと、それから駅周辺整備の基本計画、これは１つのグランドデザイ

ンとしてやってきたと。ただ、２６年に新幹線が開通するという目前になって、もう少し見直しを

しなきゃいけないというようなことを答えているわけですね。 

その見直しの方向について、やはりしっかりやってもらいたいと思うんですよね。こういう形で

やっていくという話をしていただけたらいいんですが、どうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

確かに計画をつくりながら、今進めてきておるわけでございますし、それを基本にしながら今行

っておるわけでありますが、やはりかなりの時代、年数もたっておるわけでありまして、当然、議

員ご指摘のような状況が起きる部分もあろうかと思います。 

そういう中で、基本的な部分については、そのとおりに進めていくわけでございますが、やはり

実際それを実施するときには、その辺を本当にどうなのかというのを見なくちゃいけないんだろう

と思っております。策定した時期、また年数がたってなくても、我々を取り巻く経済状況、または

社会状況が変わってきとるわけでございますので、そういったところをやはりしっかり、またその

中で再検討しながら、していかなくていけないと思っておりますし、例えば変更しなくちゃいけな

いことがあれば、やはりそれをまたお諮りする中で、決めていかなくてはいけないんだろうという

とらえ方でおります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊藤議員。 

○１３番（伊藤文博君） 
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先ほどもちょっと言いましたけども、計画はやはり見直してこそ計画です、時間が流れていく中

で。だから本当は図面も書き直してもらえばいいんです、可能なとこがあったら。まあそれはちょ

っと難しいだろうということで、百歩譲った話をしているわけでして。 

ただ、本当にこの計画の中の問題点、不足な点を洗い出していったときに、ああ、ここは書き直

すことができるじゃないかというようなことも、当然出てくるだろうというふうに思います。です

から、ソフト面・ハード面それぞれのところで、しっかりと対策を講じていただきたいということ

をお願いしまして、一般質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（古畑浩一君） 

以上で、伊藤議員の質問が終わりました。 

本日はこれにてとどめ、延会といたします。 

大変ご苦労さまでございました。 

 

〈午後４時３４分 延会〉 
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